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八ードウエア編 


本装置の八ードウエアについて説明します。 


各部の名称と機能（100ページ） 

本体のを部のを称と機能についてパーツ単位に説明しています。 

設置と接続（110ページ） 

本体の設置にふさわしい場所や背面のコネクタへの接続について説明していま 
す。 


基本的な操作 （1 1日ページ） 

電源の ON や OFF の方法、およびフ□、ソピーディスクや CD - ROM のセツト方法 
などについて説明しています。 


オプションの取り付け （12 目ページ） 

本装置にオプシヨンを取り付けるときにご覧ください。 


ケーブル接続 （1 目4ぺージ） 

本体の内部/外部へのケーブル接続例を示します。背面にあるケーブルの接続 
については「設置と接続」をご覧ください。 

BIOS のセットアップ （170 ページ） 

専用のユーティリティを使った BIOS の設定方まについて説明しています。 

リセットとクリア （201 ページ） 

リセ、ソトする方法と内部メモリ （ CMOS メモリ ） のクリア方法について説明しま 
す。 


割り込みラインと1/0ポートアドレスに0日ぺージ） 

本体内部のアドレスや割り込みの設定について説明しています。 

RAID コンフイグレーシヨンに 08 ぺージ） 

本装置内蔵の八ードディスクドライブをディスクアレイドライブとして運用す 
るための方法について説明します。 
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100 各部のを称と機能 


各部の名称 I と機能 

本装置のを部のを称を次に示します。 


装置前面 


に） 


( 1 ) 


( 2 ) 


( 3 ) 


( 1 ) 



ROM ドライブ、フ□、ソピーディスクドライブを 
取り扱うときや 3.5 インチデバイスベイに八ード 
ディスクドライブを取り付ける（または取り外 
ず）ときに開ける。添がのセキュリティキーで 
□ックずることができる（^115ぺージ)。 

キース□ット 

フ□ントドアを□ック/解除ずるセキュリティ 
丰一の差し □ (一 115ページ)。 

スタビライザ（左ちに各2個） 

転倒防止巧のストッパ。 

LAN アクセスランプ（緑色） 

LAN に接続されているときに点灯し、 LAN にアク 
セスしているときに点滅ずる（一1日6ページ)。 


( 7 ) 


内蔵の八ードディスクドライブにアクセスしてい 
るときに緑色に点灯する。内蔵の八ードディスク 
ドライブのうち、いずれか1つでも故障するとア 
ンバー色に点灯ずる（一108ページ)。 

POWER/SLEEP ランプ（緑色） 

電源を ON にすると緑色に点灯する。電源を OFF 
にずると消灯する（一1日7ページ）。またシステ 
ムがスリープ状態のときに点滅する。 

STATUS ランプ（緑色/アンパ’一色） 

正常に動作しているときは緑色に、異常をお化ず 
るとアンバー色に点灯•点滅する（一106ペー 
ジ）。 















































































装置前面（フロントドアを開いたが態) 
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N 8100-1095¥/113の/の場合 
















































































































































102 各部のを称と機} 


(1) 已 .2 己インチデバイスベイ 

オプションの DAT (デジタルオーディオテープ） 
ドライブや光磁気ディスクドライブなどを取り付 
ける場所（^139ぺージ)。 

(2) CD-ROM ドライブ 

CD-ROM のデータの読み化しを行う（一に3ぺ一 
ジ)。 

に）-1へ、ソドフォンジャツク 
に)-2ボリューム 
(2)-3 アクセスランプ 
に)-4トレー 

に)-5強制イジェクトホール 

に）- 6オープン/ク□ーズボタン 

購入時の才ーダー内容によって DVD-ROM ドライ 

ブを搭載している場合がある。 

(3) ドライブキャリア 

八ードディスクドライブを搭載する専用のキヤリ 
ア。 


(4) 八ードディスクドライブベイ 

内蔵八ードディスクドライブ（ドライブ丰ャリ 
ア）を搭載する場所。使用するインタフェースや 
オプションボードの利用によって搭載台数が異な 
る（一に1ぺージ')。オプションの増設 HDD ケー 
ジ (SCSI) とを換可能。 

(日）3.己インチフ□ッピーディスクドライブ 

3. 5インチフ□、ソピーディスクを挿入して 、デー 
夕の書き込み/読み出しを行う装置（^に1ぺ一 
ジ)。 

(5) -1イジェクトボタン 
(5)-2 ディスク挿入 □ 

巧） -3 フ□、ソピーディスクアクセスランプ（ア 
クセス中は緑色に点灯） 

(6) POWER スイッチ 

電源を ON/OFF するスイッチ。一度押すと 
P0WER/SLEEP ランプが点灯し、 ON の状態にな 
る。もう一度押すと電源を OFF にする（一116 
ページ）。4秒 t (上押し続けると強制的にシャット 
ダウンする（一201ページ）。 

(7) ランプ（前ぺージ参照） 

(8) RESET スイッチ 

本装置をリセットするスイッチト201ぺージ)。 

(9) DUMP スイッチ （NMI スイッチ） 

本装置におきたイベント□グを採取する(-299 
ぺージ）。 
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装置背面 


( 1 ) 

( 2 ) 

(3) 


(4) 


(5) 

(目) 


(7) 



電源ユニット 

本装置に DC 電源を供給する装置。 

AC インレット 

電源コードを接続ずるソケット（一112ページ)。 

シリアルポート B コネクタ 

シリアルインタフェースを持つ装置と接統する 
(一1にぺージ )0 

なお、専用回線に直接接続ずることはできませ 
ん。 

PCI ボード増設用ス□ット 

オプションの PCI ボードを取り付けるス□ット 
(一142ぺージ)。 

N 8100 -1095 Y の場合、 PCI ス□、ソト#5にデイス 
クアレイコント□ーラを標準搭載。 

マウスコネクタ 


(9) シリアルポート A コネクタ 

シリアルインタフェースを持つ装置と接続する 
(一1にぺージ)。 

なお、専用回線に直接接続することはできませ 
ん。 

(10) UNK/ACT ランプ 

LAN のアクセス状態を示すランプ（一109ペー 
ジ)。 

(11) LAN コネクタ 

1 0 OOBase - T /1 OOBase - TX /1 日 Base-T 対応に対 
応した LAN 上のネットワークシステムと接続ずる 
(一1にページ)。 

(12) スピー ドランプ 

標準装備の LAN ポートの転送速度を示すランプ 
(一109ページ）。 


添付のマウスを接続する（一112ページ)。 

USB 1 〜2コネクタ 

USB インタフェースに対応している機器と接続す 
る（^112ぺージ)。背面から見て左から順にコ 
ネクタ1、コネクタ2と割り当てられている（一 
112ページ） 


キーボー ドコネクタ 

添付のキーボードを接続ずる（^112ぺージ)。 


(8) モニタコネクタ 

ディスプレイ装置を接続する（^112ぺージ)。 























































104 各部のを称と機能 


装置内部 



(1) 電源ユニット 

(2) ダクト カバー 

(3) フ□ントフアンユニット（標準装備） 

(4) 曰.2曰インチデバイスベイ （4 ス□ット） 

最大3台まで増設可能。 

(己）3.己インチフ□ッピーディスクドライブ 

(6) 3.己インチ八ードディスクドライブベイ 

N 8100-1094丫/1136¥の場合、ハードディスク 
ドライブを最大4台搭載可能。 

オプションの N 8 154-01 増設用 HDD ケージ 
( SATA ) を搭載することで HotSwap 可能。 

N 8 100-1095 Y /1137 Y の場合、標準で SCSI 
HotSwap ケージを搭載。最大6台の SCSI 八ード 
ディスクドライブを搭載可能。 

(7) マザーボード 

(8) リアフアンユニット（標準装備） 
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マザーポー 


(1)(2) (3) (1)(4) 巧） (6) 



(1) 電源コネクタ 

(2) 未使用コネクタ/未使用ピン 

(3) DIMM ソケット（左か 5 Slot #16、 #1 A 、 
#2 B 、#2 A ) 

2 枚 1 組単位で増設する（この単位を 「 Group 」 と 
呼ぶ)。 

(4) リチウム電池 

(己）プ□セッサいノケット 
(目）プ□セッヴ2ソケット 

(7) フ□ッピーディスクドライブコネクタ 

(8) IDE コネクタ （ CD - ROM ドライブ用） 

(9) フ□ントフアンコネクタ 

(10) フ □ントパネルインタ フエー スコネクタ 

(11) シリアル ATA ( SATA ) コネクタ 

図中、左側がチャネル1、ち側がチャネル2。 

N 8100 -1095 Y の場合、使用できません。 

(12) スピーカ 

(13) CMOS / ノ くスワードクリア用ジャンパス 
イッチ （202 ぺージ参照） 


(14) シリアルポート B コネクタ 
(1 己）ディスク LED コネクタ 

(16) PCI ボードス□ット （5 ス□ット、下か5 
PCI #1 一 PCI #2 一 PCI #3 一 PCI #4 一 
PCI # 己） 

PCI #1〜#2: 64- bit /66 MHz 

PCI #3: 32- bit /33 MHz 

PCI #4. : PCIe x 8 ( 性能： x 4) 

PCI #5: 32- bit /33 MHz 

N 8100-1095¥/1137丫の場合 、 PCI ス□、ソト #5 
にディスクアレイコント□ーラを標準搭載。 

(17) リアフアンコネクタ 

(18) が部接続コネクタ （103 ぺージ参照） 


* ここでは本装置のアップグレードや保守馆 B 
品交換など）の際に使用するコネクタのみあ 
げていまず。その他のコネクタや部品につい 
ては出荷時のままお使いください。 























































































































106 各部のを称と機能 


ランプ表示 


本装置のランプの表示とその意□末は次のとおりです。 

LAN アクセスランプ 

本装置が LAN に接続されているときに緑色に点なし、 LAN を介してアクセスされているとき 
(パケットの送受信を行っているとき）に点滅します。 


STATUS ランプ 

本装置が正常に動作している間は STATUS ランプは緑色に点なします。 STATUS ランプが消 
なしているときや、アンバー色に点灯/点滅しているときは本装置になんらかの異常が起きた 


ことを示します。 

次に STATUS ランプの表示の状態とその意□末、対処方まを示します。 




ESMPRO またはオフライン保ずューティリティをインストールしておく 
と エラーログを 参照することで故障の原因を確認することができます。 


• ぃったん電源を OFF にして再起動するときに、 0 S からシャットダウン 

処理ができる場合はシャットダウン処理をして再起動してくださぃ。 
シャットダウン処埋ができなぃ場合はリセット、強制電源 OFF をするか 
(201 ページ参照）、一度電源コードを抜き差しして再起動させてくださ 

い。 


STATUS ランプの 
状態 

意味 

対処方法 

緑色に点灯 

正常に動作しています。 

— 

正常な状態での電源 OFF 。 

— 

緑色に点滅 

メモリか CPU のいずれかが縮退した 
状態で動作しています。 

目 I 0 S セットアップユーテイリテイ 
に ETUP 」 を使って縮退しているデ 
バイスを確認後、早急(こ交換するこ 
とをお勧めします。 

メモリ1ビットエラーが多発してい 
ます。 

消の 

POST 中である。 

しば6くお待ちください。 POST を 
完了後、しば6<すると緑色に点な 
します。 

CPU でエラーが発生した。 
( Thermal - Trip ) 

いったん電源を 0 FR こして、電源を 
ON にし直してください。 POST の画 
面で何6かのエラーメッセージが表 
示された場合は、メッセージを記録 
して保守サービス会社に連絡してく 
ださい。 

ウォッチドッグタイマタイムアウト 
が発生した。 

CPU バスエラーが発生した。 

メモリダンプリクエスト中。 

ダンプを探取し終わるまでお待ちく 
ださい。 
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STATUS ランプの 
状態 

意味 

巧処方法 

アンバー色に点灯 

温度異常をお化した。 

内部のファンにホコリやチリがが着 
していないかどうか確認してくださ 
し、また、ファンユニットが確実(こ 
接続されていることを確認して<だ 
さい。 

それでも表示が変わ 6 ない場合は、 
保守サービス会社に連絡して<ださ 
い。 


電圧異常をお化した。 

保守サービス会社(こ連絡して < ださ 
い。 

アンバー色(こ点滅 

ファンアラームをお化した。 

ファンユニットが確実(こ接続されて 
いるか確認してください。それでも 
表示がかわ 6 ない場合は、保守サー 
ビス会社速絡して < ださい。 


温度警告をお化した。 

内部ファン(こホコリやチリが付着し 
ていないかどうか確認してくださ 
し、また、ファンユニットが確実(こ 
接続されていることを確認してくだ 
さし、 

それでも表示が変わ 6 ない場合は、 
保守サービス会社(こ連絡して < ださ 
い。 


P0WER/SLEEP ランプ 

本装置の電源が ON の間、ランプが緑色に点なしています。電源が本装置に供給されていない 
と POWER ランプが消なします。 

省電カモードをサポートしている 0 S で、本装置を省電カモードに切り替えるとランプが緑色 
に点滅します。 POWER スイ、ソチを押すと、通常の状態に戻ります。 


省電カモードは Windows Server 2003 /Windows 2000の場合に機能します。また、 OSI こ 
よっては一を時間じ(上、本装置を操作しないと自動的に省電カモードに切り替わるよう設をし 
たり、 0 S のコマンドによって省電カモードに切り替えたりすることもできます。 
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DISK ACCESS ランプ 

D に K ACCESS ランプは 3.5 インチ八ードディスクドライブベイに取り付けられている八ード 
ディスクドライブの状態を示します。 

八ードディスクドライブにアクセスするたびにランプは緑色に点なします。 

D に K ACCESS ランプがアンバー色に点なしている場合は、八ードディスクドライブに障害が 
起きたことを示します。故障した八ードディスクドライブの状態はそれぞれの八ードディスク 
ドライブじあるランプで確認できます。 

D に K ACCESS ランプが緑色とアンバー色に交互に点滅している場合またはアンバー色に点 
滅している場合は、内蔵のディスクアレイコント□ーラに接続されている八ードディスクドラ 
イブのリビルド（再構築）が行われていることを示します。 


アクセスランプ 

フ□、ソピーディスクドライブと CD - ROM ドライブのアクセスランプは、それぞれじセットさ 
れているディスクや CD - ROM にアクセスしているときに点なします。 
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LAN コネクタのランプ 


背面にある LAN ポート（コネクタ）にはそ 
れぞれ2つのランプがあります。 

• UNK / ACT ランプ 

本体標準装備のネットワークポートの 
状態を表示します。本体と HU 目に電力 
が供給されていて、かつ正常に接続さ 
れている聞、緑色に点灯します （ LINK ) 。 
ネットワークポートが送受信を行って 
いるときに緑色に点滅します （ ACT )。 

LINK 状態なのにランプが点なしない場 
合は、ネットワークケーブルの状態や 
ケーブルの接続状態を磕認して< ださ 
し^。それでちランプが点なしない場合 
は、ネットワーク ( LAN ) コント□一 
ラが故障している場合があります。お 
買い求めの販売店、または保守サービ 
ス会社に連絡してください。 


スピードランプ 


LINK/ACT 

ランプ 



• スピードランプ 

標準装備の LAN ポートは、1000 BASE - T と100 BASE - TX 、10 BASE - T をサポートしてい 
よす0 


このランプは、ネットワークポートの通信モードがどのネットワークインタフエースで 
動作されているかを示します。アンパー色に点灯しているときは、1000 BASE - T で動作 
されていることを示します。緑色に点なしているときは、 100 BASE - TX で動作されてい 
ることを示します。消なしているときは、 10 BASE - T で動作されていることを示します。 




























110 設置と接続 


設置と接続 

本装置の設置と接続について説明します。 



A を意 


装置を安全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。义傷やけび 

瓜 

などを負うおそれや物的損害を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ ly 降の説 
明をご覧ください。 

獲） 

• 2人杉下で持ち上ばない 

• 指定似外の場所に設置しない 

• 腐食性ガスの存在ずる環境で使用または保管しない 


本体の設置にふさわしい場所は次のとおりです。 


W 下のを件を満たした場所 


<動 

<休止時> 

) 室内湿度： 10°C~35°C 

已で〜40で* 

1 湿度： 吕0〇/〇~80〇/〇 

10〇/〇〜80〇/〇 

温度巧配：±1〇°ご/時 

±1日で/時 

1 気圧： 749-1040hpa 

749〜1040 hpa 


装置の前後に1已 0mm 
W 上のスペースげとれる 
場所 



フ□ントドアを完全に開けることげできる 
スぺースのある場所。（フロントドアは完全 
に開けると左測面か6約3已ミ U とびだします。） 


突然の停電や瞬電に 
よるシステムの停止 
' を防止ずるために 
1無停電電源装置 
(UPS) の設置を 
お勧めしまず。 


設置場所がみまったら、3人 W 上で本装置の底面をしっかりと持って、設置場所にゆっ<りと 
静かに置いてください。 



• 装置前面のフロントドアを持って、持ち上げないでください。フ□ント 
ドアびがれて落下し、装置を破損してしまいます。 

• スタビライザを開いて設置場所に固定してください。 
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次に示す条件に当てはまるような場所には、設置しないでください。これらの場所に本装置を 
設置すると、誤動作の原因となります。 




腐食性ガス仁酸化硫黄、硫化水素、二酸化 
窒素、塩素、アンモニア、オゾンなど）の存 
在する場所。また、ほこりや空気中に腐食を 
促進する成分（福化ナトリウムや硫敵ど） 
い導電性の金属などが含まれている場所。 



電源コードまたはインタフエー 
スケーブルを足で踏んだり、 
引つ掛けたりするおそれのある 
場所。 



本装置の電源コードを他の接地 
線（特に大電力を消費ずる装置 
など）と共用しているコンセン 
卜に接続しなければならない場 
所。 



強い磁界を発生させるもの（テ 
レビ、ラジオ、放送/通信用ア 
ンテナ、送電線、電磁クレーン 
など）のお<。 


電源ノイズ（商用電源をリレー 
などで ON / OFF する場合の接点 
スパークなど）を発生する装置 
のおくには設置しないでくださ 
い。（電源ノイズを発生する装置 
のお< に設置するときは電源配 
線の分離やノイズフイルタの取 
り付けなどを保守サービス会社 
に連絡して行ってください。） 
































































112 設置と接続 



本装置と周辺装置を接続します。本装置には、さまざまな周辺装置と接続できるコネクタが用 
意されています。次の図は本装置が標準の状態で接続できる周辺機器とそのコネクタの位置を 
示します。周辺装置を接続してから添付の電源コードを本体に接続し、電源プラグをコンセン 
卜じつなげます。 



警告 


A® 

G 


装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。人び死じす 
る、または重傷を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ降の説明をご覧くだ 
さい。 

• めれた手で電源プラグを持たない 

• アース線をガス管につなびない 


A ミ主意 


装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。义傷やけび 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ降の説 
明をご覧ください。 

A A 

参 

指定 m 外のコンセントに差し込まない 

参 

参 

たこ足配線にしない 
中途半端に差し込まない 


参 

指定 m 外の電源コードを使わない 


参 

電源コードを接続したままインタフェースケーブルの取り付けや取り外しをし 
ない 
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シリアルインタフェースを持つ 
装置（モデムなど） 
専用回線への直接接続は不可 


wO • 本装置、および接続ずる周辺機器の電源を OFF にしてか5接続してくだ 
置 a さい。 ON のが態のまま接続すると誤動作や故障の原因となります。 

• NECm が（サードパーティ）の周辺機器およびインタフ王ースケーブル 
を接続する場合は、お買い求めの販売店でそれ5の装置を使用できるこ 
とをあ5かじめ確認してください。ヴードパーティの装置の中には使用 
でをないちのちあります。 

• 添付のキーボード、マウスはコネクタ部分の 「 A 」 マークをちに向けて 
差し込んでください。 

• ダイヤルアップ経由のエクスプレス通報サービスを利用ずる際に使用ず 
るモデムについては、 NEC フィールディングにご相談ください。 

• シリアルポートコネクタには専用回線を直接接続ずることはできませ 
/u 。 

• 回線に接続する場合は、認定機関に申請済みのボードを使用してください。 
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本装置の電源コードを無停電電源装置 ( UPS ) に接続する場合は、 UPS の背面にあるサービ 
スコンセントに接続します。 

UPS のサービスコンセントには 、 「SWITCH OUT 」 と 「 UN-SWITCH OUT 」 という2種類のコ 
ンセントがあります （ rOUTPUTI 」、 rOUTPUT 2」 と呼ぶ場合もあります）。 

UPS を制御するアプリケーシヨン作 SMPRO / UPSController など）から電源の制御をしたい 
場合は 、 SWtCH OUT じ電源コードを接続します。 

常時給電させたい場合は、 UN - SWITCHOUT に電源コードを接続します （24 時闇稼働させる 
モデムなどはこのコンセントに接続します)。 


<例> 


@ 2 ® 



(0 UTPUT 2) (OUTPUT 1) 


本装置の電源コードを UPS に接続している場合は、 UPS からの電源供給と連動（リンク）さ 
せるために本体の BIOS の設をを変更してください。 

巨 IOS の 「 Server 」一 「Resume on AC Power Loss 」 を選択すると表示されるパラメータを 
切り替えることで設をすることができます。詳しくは193ページを参照してください。 
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基本的な操作 


基本的な操作の方法について説明します。 


フロントドアの開閉 


本装置の電源の ON / OFF やフ□、ソピーディスクドライブ、 CD - ROM ドライブ、 5.25 インチデ 
バイスを取り扱うとき、 3.5 インチ八ードデイスクドライブベイへの八ードデイスクドライブ 
の取り付け/取り外しを行うときはフ□ントドアを開きます。 


W "0 • フ□ントドアは、添付のセキユリティキーで□ツクを解除しないと開け 

■to ることびでさません。 

• ソフトウェアには CD - ROM のトレーや己.2日インチデバイスベイに取り 
付けているデバイスにセツトしているメディアをイジェクトさせるコマ 
ンドを持つものびありまず。この場台、フ□ントドアび開いていること 
を確認してか5コマンドを実行してください。フ□ントドアを閉じたま 
まコマンドを実行すると、フ□ントドアに CD - ROM のトレーや己.2己イ 
ンチデバイスのメディアびぶつかり、装置を故障させることびありま 
す。 


车ース□、ソトに添付のセ丰ュリティ车一を差し込み、羊一を回して□ックを解除してから、フ 
□ントドア左上部の取っ手を軽く持って手前に引くと開きます。フ□ントドアを閉じた後は、 
セキュリティのためにも羊一で□ックしてください。 


胃"〇 フ□ントドアを開ける際は、左上部の取っ手にツメを引っかけて開けないよう 
お願いしまず。フ□ントドアが開けづ5い場合は、ち上部と左下部をそれぞれ 
手で持って手前に引いてください。 
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電源の ON 


本装置の電源は前面にある POWER スイッチを押すと ON の状態になります。 
次の順唐で電源を ON にします。 


1 . ディスプレイ装置および本装置に接続している周辺機器の電源を日 N にする。 

^ 無停電電源装置 (UPS) などの電源制御装置(こ電源コードを接続している場合 
民 H 习 は、電源制御装置の電源が ON じなっていることを確認してください。 


2. 本装置前面にある POWER スイッ 
チを押す。 

POWER / SLEEP ランプが緑色に 
点灯し、しばらくするとデイスプ 
レイ装置の画面には文字が表示さ 
れます。 



POWER/SLEEP 

ランプ 


• マザーボード上にある本装置を監視する「ヴーパーマネージメント論理 
回路」は、システム電圧の変化を監視し、□グをとつています。電源 
コードを接続した後や、電源を OFF にした後は、電源び OFF の状態か5 
POWER スイッチを}甲ずまでに約10秒ほどの時間をあけてください。 
これは、通常の動作であり、サーバマネージメント論理回路び要求ずる 
ちのです。 

• モニタ画面に何5かの文字び表示されるまでは電源を OFF にしないでく 
ださい。 


文字を表示している間、自己診断プ□グラム ( POST ) を実行して八ードウエアの 
診断をします。詳しくはこの後の 「 POST のチェック」をご覧ください。 POST を完 
了すると 0 S が起動します。 


^ POST 中に異常が見つかると POST を中断し、エラーメッセージを表示します。 
医!^ 119ページを参照してください。 
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POST (Power On Self - Test ) は、マザーボード内に記録されている自己診断機能です。 
POST は本体の電源を ON にすると自動的に実行され、マザーボード、 ECC メモリモジュール、 
CPU モジュール、车ーボード、マウスなどをチェックします。また、 POST の実行中に各種の 
BIOS セットアップユーティリティの起動メッセージなども表示します。 

化荷時の設をでは POST を実行している聞、ディスプレイ装置 
じは 「 NEC 」□ ゴが表示されます。レ Esc > 羊一を押すと 、 POST 
の実行内容が表示されます。） 


BIOS のメニユーで < Esc > キーを押さなくても、はじめから POST の診断内容を 
表示させることができます。 「 BIOS のコンフイグレーシヨン」の 「 Boot 」 メ 
ニユ— ► [Boot Settings Configuration 」 の 「Quiet Boot 」 の設定:を 「 Disabled 」 
に切り替えてください （Boot Se 鬥 ings Configuration (188 ぺージ）参照）。 


POST の実行内容は常に磕認する必要はありません。次の場合に POST 中に表示されるメッ 
セージを確認してください。 

• 導入時 

• 「故障かな？」と思ったとき 

• 電源 ON から 0 S の起動の闇に何度もビープ音がしたとき 

• ディスプレイ装置になんらかのエラーメッセージが表示されたとき 

POST の流れ 

次に POST で実行される内容を順を追って説明します。 




• POST の実行中は、不用意なキー入力やマウスの操作をしないようにし 

Ito てください。 

• システムの構成によっては、ディスプレイの画面に口 ressAnyKey 」 
とキー入力を要求ずるメッセージを表示ずる場合もありまず。これは取 
り付けたオプションのボードの BIOS び要ホしているためのものです。 
オプションの説明書にある説明を確認してか5何かキーを巧してくださ 
い。 

• オプションの PCI ポードの取り付け/取りがし/取り付けているス□ット 
の変更をしてか5電源を ON にすると、 POST の実行中に取り付けた 
ポードの構成に誤りびあることを示すメッセージを表示して POST を 
いったん停止することびあります。 

この場合は < F レキーを巧して POST を継続させてください。ボードの構 
成についての変更/設定は、この後に説明するユーティリティを使って設 
定できます。 
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1. 電源 ON 後、 P 日 ST が起動し、メモリチェックを始めます。ディスプレイ装置の画 
面左上に基本メモリと拡張メモリのサイズをカウントしているメッセージが表示さ 
れます。本体に搭載されているメモリの量によっては、メモリチェックが完了する 
までに数分かかる場合もあります。同様に再起動（リブート）した場合など、画面 
に表示をするのに約1分程の時間がかかる場合があります。 

2. メモリチェックを終了すると、いくつかのメッセージが表示されます。これらは搭 
載している CPU や接続しているキーボード、マウスなどを検出したことを知らせ 
るメッセージです。 

3. しばらくすると、マヴーボード上のネットワークコント□ーラに関する設定をする 
ユーティリティの起動メニューが表示されますが、特に起動して設定を変更する必 
要はありません。 

4. マザーボードにある BI 日 S セットアップユーティリティ 「SETUP」 の起動を促す 
メッセージが画面左下に表示されます。 

Press < F2> to enter SETUP 

使用する環境じあった設定に変更するときじ起動してください。エラーメッセージ 
を伴った上記のメッセージが表示された場合を除き、通常では特に起動して設定を 
変更する必要はありません（そのまま何も入力せずにいると数秒後に POST を自動 
的に続けます)。 

SETUP を起動するときは、メッセージが表示されている間に < F 2> 羊一を押します。 
設定方まやパラメータの機能については、170ページを参照してください。 

SETUP を終了すると、自動的じもう一度はじめから POST を実行します。 

日.オプションの SCSI コント□-ラを PCI ス□ットに搭載している場合は、これらを 
検出し、ボード上の R 日 M にある BI 日 S セットアップユーティリティの起動を促す 
メッセージが表示されます（そのまま何も入力せずにいると数秒後に P 日 ST を自動 
的に続けます)。 

本体の PCI バスに複数の PCI ボードを搭載しているときは、 PCI バス番号の PCI #1一 
PCI #2一 PCI #3一 PCI #4一 PCI #5の順で搭載しているボードの目 I 0 S セットアップ 
ユーティリティの起動メッセージを表示します。 

次のメッセージは SCSI コント□ーラを搭載した場合の例です。 

Press く CtrL> < A> for SCSISeLect(TM) UtiLity! 

ここで <(：が>丰一と < A > 丰一を押すとユーティリティが起動しまず。設定方まやパラ 
メータの機能じついては、オプションのボードに添付の説明書を参照してください。 

ユーティリティを使用しなければならない例としては次のような場合があります。 

• 5.25 インチデバイスベイに SCSI 機器を取りがけた場合 

• 外付け SCSI 機器を接続した場合 

• 本体内部の SCSI 機器の接続を変更した場合 

ユーティリティを終了すると、自動的じもう一度はじめから POST を実行します。 

6. 接続している SCSI 機器が使用している SCSI ID 番号などを画面に表示します。 
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7. オプションボードのディスクアレイコント□ーラを搭載している場合は、ディスク 
アレイ BI 日 S セットアップユーティリティの起動を促すメッセージが表示されます 
(搭載したボードによって起動メッセージや操作が異なる場をがあります）。設定方 
法やパラメータの機能については、ボードに添付の説明書を参照してください。そ 
のまま何も入力せずにいると数秒後に P 日 ST を自動的に続けます。 

8. 本装置の BIOS SETUP ユーティリティでパスワードの設定をすると、 P 日 ST が正 
常に終了した後に、パスワードを入力する画面が表示されます。 

パスワードの入力は、3回まで行えます。3回とも入力を誤るとシステムを起動でき 
なくなります。この場合は、本体の電源を OFF じしてから、約10秒ほど時闇をあけ 
て ON じして起動し直してください。 

ii "0 OS をインス I ルするまではパスワードを設定しないでください。 


9. P 日 ST を終了すると日 S を起動します。 


POST のエラーメッセージ 

POST 中にエラーを橫化するとディスプレイ装置の画面にエラーメッセージを表示します。 
また、エラーの内容によってはビープ音でエラーが起きたことを通知します。エラーメッ 
セージとエラーを通知するビープ音のパターンの一覧や原因、その対処方法については、「運 
用-保守編」を参照してください。 


wO 保守サービス会社に連絡するときはディスプレイの表示をメモしておいてく 
ださい。アラーム表示は保守を行うときに有用な情報となります。 






120 基本的な操作 


電源の OFF 


次の順唐で電源を OFF じします。本体の電源コードを UPS じ接続している場合は、 UPS じ添付 
の説明書を参照するか、 UPS を制御しているアプリケーションの説明書を参照してください。 

1. 日 S のシャットダウンをする。 

2. 「電源を切る準備が出来ました」などのメッセージで停止した場合、本体前面にあ 
る P 日 WER スイッチを押す。 

P 0 WER / SLEEP ランプが消なします。 

3. 周辺機器の電源を日 FF にする。 


省電カモードの起動 


本装置は ACPI モードに対応しています。 Windows での設をによって POWER スイ、ソチを押し 
たときの機能を本装置の電力をほとんど使用しない状態（スタンバイ状態）にさせることがで 
きます。 




搭載している PCI ボードによっては機能しない場合があります。 


スタンバイ状態になってもメモリの内容や 
それまでの作業の状態は保持されています。 



ランプ 




省電カモードへの移行または省電カモードからの復帰方法については、 
Windows Server 2003 /Windows 2000の設定:によって異なります。また、省電 
カモード中の動作レベルは、 Windows Server 2003 /Windows 2000の設定:に化 
存します。 


wO 省電カモードへの移行または省電カモード中にシステムを変更しないでくだ 
さい。省電カモードか5復帰する際に元の状態に復帰できない場合びありま 
す。 
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フロッピーディスクドライブ 


本体前面にフ□、ソピーディスクを使ったデータの読み化し（リード）•保存（ライト）を行う 
ことのできる 3.5 インチフ□、ソピーディスクドライブが搭載されています。 

3.5 インチの 2 HD フ□、ソピーディスク （1.44 M バイト）と 2 DD フ□、ソピーディスク C 720 K バ 
イト）を使用することができます。 

フ□ッピーディスクのセット/取り出し 

フ□、ソピーディスクをフ□、ソピーディスクドライブにセットする前に本体の電源が ON 
( POWER / SLEEP ランプ点灯）になっていることを確認してください。 

フ□、ソピーディスクをフ□、ソピーディスクドライブに完全に押し込むと「カチ、ソ」と音がし 
て、フ□、ソピーディスクドライブのイジェクトボタンが少し飛び化します。 


• 1.2M バイトフォーマットのディスクを使って起動（ブート）すること 

民ェック I はできません。 

• フォー マットされていない フ□、ソピー ディスクをセットすると、ディス 
クの内容を読めないことを® 6せるメ、ソセージやフォーマットを要求す 
るメッセージが表示されます。 0S に添付の説明書を参照してフ□、ソ 
ピーディスクを フォー マットしてください。 

• フ□、ソピーディスクをセットした後に本体の電源を ON にしたり、再起 
動するとフ□、ソピーディスクか6起動します。フ□、ソピーディスク内(こ 
システムがないと起動できません。 


イジェクトボタンを押すとセツトしたフ□、ソピーディスクをフ□、ソピーディスクドライブか 
ら取り化せます。 


フ□、ソピーディスクアクセスランプが消のしていることを確認してか6フ 
民エック I □、ソピーディスクを取り化してください。アクセスランプが点灯中(こ取り化す 
とデータが破壊されるおそれがあります。 


フ□ッピーディスクの取り扱いについて 

フ□、ソピーディスクは、データを保存する大切なものです。またその構造は非常にデリケート 
にできていますので、次の点にを意して取り扱ってください。 

参フ□、ソピーディスクドライブにはていねいに奥まで挿入してください。 

• ラベルは正しい位置に貼り付けてください。 

• 銷筆やボールペンで直接フ□、ソピーディスクに書き込んだりしないでください。 

• シャッタを開けないでください。 

• ゴミやほこりの多いところでは使用しないで<ださい。 

• フ□、ソピーディスクの上に物を置かないでください。 

• 直新日光の当たる場所や暖房器具のお<など温度の高<なる場所には置かないで<ださ 
い。 

• たばこの煙に当たるところには置かないでください。 
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• 水などの液体のお<や薬品のお<には置かないで<ださい。 

• 磁石など磁気を帯びたちのをおづけないで< ださい。 

• クリップなどではさんだり、落としたりしないでください。 


• 磁気やほこりから保護できる専用の収納ケースに保管してください。 


• フ□、ソピーディスクは、保存している 
内容を誤って消すことのないようじラ 
イトプ□テクト（書き込み禁止）がで 
きるようになっています。ライトプ〇 
テクトされている フ □、ソピーディスク 
は、読み化しはできますが、ディスク 
の フォーマツ トやデータの書き込みが 
できません。重要なデータの入ってい 
るフ□、ソピーディスクは、書き込み時 
W 外はライトプ□テクトをしておくよ 
うお勧めします。 3.5 インチフ□、ソ 
ピーディスクのライトプ□テクトは、 
デイスク裏面のライトプ□テクトス 
イッチで行います。 



• フ□、ソピーディスクは、とてもデリケートな記'憶媒体です。ほこりや温度変化によって 
データが失われることがあります。また、オペレータの操作ミスや装置自身の故障など 
じよってもデータを失う場合があります。このような場合を考えて、万一に備えて大切 
なデータはを期的にバックアップをとっておくことをお勧めします。（本体に添付され 
ているフ□、ソピーディスクは必ずバックアップをとってください。） 
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CD - ROM ドライブ 


本体前面に CD - ROM ドライブがあります。 CD - ROM ドライブは CD-ROM (読み出)し専用のコ 
ンパクトディスク）のデータを読むための装置です。 CD - ROM はフ□、ソピーディスクと比較 
して、大量のデータを高速に読み化すことができます。 


A ミ主意 


装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。义傷やけが 
A ベ^ などを負うおそれや物的損害を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ぺージ ly 降の説 

明をご覧くださし、。 

• CD - ROM ドライブのトレーを引き出したまま放置しない 


P 面 


購入時の才ーダーの内容によっては DVD - ROM ドライブが搭載されている場合 
があります。その場合は、 DVD - ROM ドライブの取り扱いに関する説明書が別 
遠添付されています。 


ディスクのセツト/取り出し 

1. 本体の電源が日 N (P 日 WER/SLEEP ランプ点'打）になっていることを確認する。 


2. CD-ROM ドライブ前面のオープ 
ン/ク□ーズボタンを押す。 

トレーが化てきます。 

3. ディスクの夕字が印刷されている 
面を上に向けてトレーの上に静か 
に確実に 置<。 

4. オープン/ク□ーズボタンを押す 
か、トレーの前面を軽く押す。 

トレーは自動的にドライブ内に 
セツトされます。 





オープン/ク□ーズ 
ボタン 


，■〇 ディスクのセツト後、 CD - ROM ドライブの駆動音び大きく聞こえるとさは、再 
置3 度ディスクをセツトし直してください。 
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ディスクの取り化しは、ディスクをセットす 
るときと同じようにオープン/ク□ーズボタ 
ンを押してトレーをイジェクトし、トレーか 
ら取り化します（アクセスランプがオレンジ 
色に点なしているときは、ディスクにアクセ 
スしていることを示します。この間、オープ 
ン/ク□ー ズボタンは機能しません)。 

0 S によっては 0 S からトレーをイジェクト 
することちできます。 

ディスクを取り化したらトレーを元に戻し 
てください。 



ディスクび取り出せない場合の手順 

オープン/ク□ーズボタンを押してもディスクを取り化せない場合は、次の手順に従って取り 
化します。 


1. P 日 WER スイッチを押して本体の電源を日 FF ( P 日 WER ランプ消な）にする。 


2. 直径約 1.2 mm 、 長さ約1日日 mm 
の金属製のピン（太めのゼムク 
リップを引き伸ばして代用でき 
る）を CD - R 日 M ドライブのフロ 
ントパネルにある強制イジェクト 
ホールに差し込んで、トレーが出 
てくるまでゆっくりと押す。 






• つま楊枝やプラスチックなど巧れやずいものを使用しないでください。 

• 上記の手順を行ってもディスクび取り出せない場合は、保守サービス会 
社に連絡してください。 


3. トレーを持って引き出す。 

4. ディスクを取り出す。 

己.トレーを押して元に戻す。 
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ディスクの取り扱い 

セットするディスクは次の点じを意して取り扱ってください。 

• 本装置は、 CD 規格に準拠しない「コピーガード付き CD」 などのディスクにつきまして 
は、 CD 再生機器における再生の保証はいたしかねます。 

• ディスクを落とさないでください。 

• ディスクの上にものを置いたり、曲げたりしないでください。 

• ディスクにラベルなどを貼らないでください。 

• 信号面（文字などが印刷されていない面）に手を触れないで<ださい。 

• 文字の書かれている面を上にして、トレーにていねいに置いてください。 

• 丰ズをつけたり、銷筆やボールペンで文字などを直接ディスクに書き込まないでくださ 
い。 

• たばこの煙の当たるところには置かないでください。 

• 直射日光の当たる場所や暖房器具のお<など温度の高<なる場所には置かないでくださ 
い。 

• 指紋やほこりがついたときは、乾いた柔らかい布で、内側から外側に向けてゆっくり、 
ていねいにふいて<ださい。 

• 清掃の際は、 CD 専用のクリーナをお使いください。レコード用のスプレー、クリーナ、 
ベンジン、シンナーなどは使わないでください。 

• 使用後は、専用の収納ケースに保管して<ださい。 
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オプションの取り付け 

オプションデバイスの取り付け方法および注意事項について記載しています。 


W -0 • オプションの取り付け/取りがしはユーザー個人でも行えますが、この 

置 a 場合の本体および部品の破損または運用した結果の影響についてはその 

責任を負いかねまずのでご了承ください。本装置について詳しく、専門 
的な知識を持つた保守サービス会社の保守員に取り付け/取りがしを行 
わせるようお勧めします。 

• オプションおよびケーブルは辭社び指定ずる部品を使用してください。 
指定 ly がの部品を取り付けた結果起さた装置の誤動作または故障-破損 
についての修理は有料となります 

• 八ードウエア構成を変更した場合も、必ず EXPRESSBUILDER を使用 
してシステムをアップデートしてください（己4ページまたは88ページ 
を参照)。 


安き上の注意 


安全に正しくオプションの取りがけ/取り外しをするために次のを意事項を必ず守ってくださ 
い。 



警告 


AA 

AC\) 

® 重 


装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。人び死じす 
る、または重傷を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ似降の説明をご覧くだ 
さい。 

• 自分で分解-修理-改造はしない 

• リチウムバッテリやニッケル水素バッテリを取りがさない 

• プラグを差し込んだまま取り扱わない 



A ミち意 




装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。义傷やけび 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれびありまず。詳しくは、 iii ページ似降の説 
明をご覧ください。 

高温注意 

中途半端に取り付けない 
コネクタカバーを取り付けずに使用しない 
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静電気巧策について 


本体内部の部品は静電気に弱い電子部品で構成されています。取り付け • 取り外しの際は静電 
気による製品の故障に十分を意して<ださい。 

• リストストラップ（アームバンドや静電気防止手袋など）の着用 

リスト接地ストラップを手首に巻き付けてください。手に入らない場合は部品を触る前 
に崖体の塗装されていない金属表面に触れて身体に蓄積された静電気を放電します。 

また、作業中はを期的に金属表面に触れて静電気を放電するようにしてください。 

• 作業場所の確認 

- 静電気防止処理が施された床、またはコンクリートの上で作業を行います。 

- カーぺットなど静電気の発生しやすい場所で作業を行う場合は、静電気防止処理を 
行った上で作業を行ってください。 

• 作業台の使用 

静電気防止マ、ソトの上に本体を置き、その上で作業を行ってください。 

• 着巧 

- ウールや化学繊維でできた服を身につけて作業を行わないで<ださい。 

- 静電気防止靴を履いて作業を行ってください。 

- 取り付け前に貴金属（指輪や腕輪、時計など）を外して<ださい。 

• 部品の取り扱い 

- 取り付ける部品は本体に組み込むまで静電気防止用の袋に入れておいてください。 

- を部品の縁の部分を持ち、端子や実装部品に触れないで<ださい。 

- 部品を保管-運搬する場合は、静電気防止用の袋などに入れて<ださい。 
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取 D 付け/取 D かしをの確認 


オプションの増設や部品の取り外しをした後は、次の点について確認してください。 

• 取りがした部品を元どおりに取り付ける 

増設や取り外しの際に取り外した部品やケーブルは元どおりに取り付けて<ださい。取 
りがけを忘れたり、ケーブルを引き抜いたままじして組み立てると誤動作の原因となり 
ます。 

• 装置内部に部品やネジを置き忘れていないか確認する 

特にネジなどの導電性の部品を置き忘れていないことを磕認してください。導電性の部 
品がマザーボード上やケーブル端子部分に置かれたまま電源を ON にすると誤動作の原 
因とな LJ ます。 

• 装置内部の冷却効果について確認する 

内部に配線したケーブルがぶ却用の穴をふさいでいないことを確認して<ださい。ぶ却 
効果を失うと装置内部の温度の上昇により誤動作を引き起こします。 

• ツールを使って動作の確認をする 

増設したデバイスによっては、診断ユーティリティや目 IOS セットアップユーティリティ 
などのツールを使って正しく取り付けられていることを確認しなければいけないものが 
あります。それぞれのデバイスの増設手順で詳しく説明しています。参照してください。 
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巧り付け/取りかしの準備 


次の手順に従って部品の取り付け/取り外しの準備をします。 


1. 日 S のシャツトダウン処理を行う。 

2. P 日 WER スイッチを押して本体の電源を日 FF (P 日 WER/SLEEP ランプ消打）にす 


る。 

3. 電源コードをコンセントと本体の 
電源コネクタから抜く。 

4. 本体背面に接続しているケーブル 
をすベて取り外す。 

日.本体の前後左ちおよび上部に！〜 
2m のスぺースを確保する。 
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取り付け/取りかしの手順 


次の手順に従って部品の取り付け/取り外しをします。 


ヴ イド カバー 

サイドカバーは本体内蔵デバイスやマザーボードにアクセスするときに取り外します。ち側の 
サイドカバーは取り外す必要はありません。 


取り外し 

次の手順に従ってサイドカバーを取り外します。 



警告 


AQ 


装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。人び死じす 
る、または重傷を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ ly 降の説明をご覧くだ 
さい。 

• プラグを差し込んだまま取り扱わない 


1. 前ページを参照して準備をする。 

2. ネジ2本をゆるめる。 

3. 装置後方に少し引いてから取り外 
す。 

4. サイドカバーをしっかり持って取 
り外す。 
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取り付け 

サイドカバーは「取り外し」と逆の手順で取り付けることができます。 

サイドカバーじあるフックが本体のフレームや穴に確実に差し込まれていることを確認して 
ください。 



オプションの取り付け/取りタルび終った!5、取り外したサイドカバーを確実 
に取り付けてください。ち側のサイドカバーの取り付けが態はカバーセンサで 
監視されていまず。 
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タクトカバー 

ダクトカバーは DIMM やプ□セ、ソサの取りがけ/取り外しをするときに取り外します。 


，■〇 ダクトカバーは^;、ず取り付けてください。カバーをがした状態で運用すると、 
装置内部の冷却効果が低下し、システム全体のパフォーマンスに影響するばか 
りでなく、高温による本体および搭載デノレ r スの故障の原因となりまず。 


取り外し 

次の手順に従ってダクトカバーを取り外します。 

1 . 129ページを参照して準備をする。 

2. サイドカバーを取り外す （13 日ページ参照)。 

3. 本体のち側面が下になるよラにしてゆっくりとていねいに倒す。 

4. ダクトカバーの左側を持ち、ち端 
のタブを解除して手前に引く。 

日.ダクトカバーを本体から取り外 
す。 


取り付け 



ダクトカバーをまっすぐ装置内部へ差し a んで<ださい。ケーブルやマザーボード上の部品に 
当たっていないことを確認しながら差し a み、ち側のタブを本体のフレームにある穴に引っか 
けて固定してください。 
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3-5 インチ八ードディスクドライブ 


お客様のお買いあげいただいた本体装置の型番により標準で W 下の構成となっております。 
(ビルド•トゥ-オーダを除きます。） 

• N 8100-1094丫シリアル ATA 八ードディスクドライブ1台 

• N 8100 -1095 丫 SCSI 八ードディスクドライブ3台 （HotSwap 巧能） 


體社で指定していない八ードディスクドライブを使用しないでください。ヴー 
ドパーティの八ードディスクドライブなどを取り付けると、 j \- ドディスクド 
ライブだけでなく本体び故障するおそれびありまず。これ5の製品が原因と 
なった故障や破損についての修理は保証期間中でも有料となります 




• 使用しているディスクインタフェースや八ードディスクドライブに接続 
したオプションの PCI ボードのタイプによって最大搭載台数には制限び 
ありまず。 

• 別売の増設 HDD ケージを本体標準装備の八ードディスクドライブベイ 
と交換ずると最大で6台のホットプラグ対応 SCSI 八ードディスクドラ 
イブを搭載ずることびできます。 


動作モードの設定と搭載順序 

本体には、 SATA 八ードディスクドライブ、または SCSI 八ードディスクドライブ、ホットプ 
ラグ対応の SCSI 八ードディスクドライブを搭載することができます。 

〈SATA ディスク搭載の場合〉 


搭載台数 

取り付けるベイの位置 

1台目 

八ードディスクドライブベイの一番下 

2台目 

八ードディスクドライブベイの下から2番目 

3台目* 

八ードディスクドライブベイの下から3番目 

4台目* 

八ードディスクドライブベイの一番上 


* 3台 U 上の八ードディスクドライブを搭載するにはオプションの SATA RAID コント□ーラが必要。 


〈SCSI 八ードディスクドライブ搭載の場合〉 


搭載台数 

設定本 

取り付けるベイの位置 

ホットプラグ対応 
八ードディスクドライブ* 

1台目 

ID 0 

八ードディスクドライブベイの一番下 

2台目 

ID 1 

八ードディスクドライブベイの下から2番目 

3台目 

ID 2 

八ードディスクドライブベイの下から3番目 

4台目 

ID 3 

八ードディスクドライブベイの下から4番目 

5台目 

ID 4 

八ードディスクドライブベイの下から5番目 

6台目 

ID 5 

八ードディスクドライブベイの一番上 


* ID や終端の設定は必要ありません。 
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3.5 インチ八ードディスクドライブベイの空きス□、ソトにはダミートレーが取り付けられてい 
ます。これは装置内部のを却効果を高めるためのものです。八ードディスクドライブを搭載し 
ていないス□、ソトじはダミートレーを取りがけてください。 

ダミートレーは、本装置専用品を使用してください。 


取り付け（N81 00-1 094Y/1 1 36Y の場台） 

次に示す手順で八ードディスクドライブを取りがけます。その他のス□、ソトへの取り付けも同 
様の手順で行えます。 


• J \- ドディスクドライブは下のベイか5取り付けてください。 

• ディスクアレイを構成している場合は、同じパックを構成する八ード 
ディスクドライブの容量などの仕様が同じものを使用してください。 


P 面 


SCSI ホットプラグが応のハードディスクドライブについては、増設 HDD ケー 
ジに添付の説明書を参照してください。 


1 . 

2 . 

3. 


129ページを参照して準備をする（ディスクアレイ構成時を除く）。 

セキュリティキーでフ□ントドアの□ックを解除して、フ□ントドアを開く。 

A - ドディスクドライブを取り付 
けるス□ットにあるドライブキヤ 
リアを固定しているネジ （2 本） 

を外す。 


ネジは取りがけの際に使用しま 
す。なくさないようを意してくだ 
ぎい。 



〇 


00000000 
0 0 0 0 0 

0000000 n 000 


□□□□□□□□□□□ 

口 □□□□□□□□□□□ n— I 

か Lj □□□□□□□□□□! □ ん 
W LJJ □□□□□□□□□□□ LLJW 

□□□□□□□□□ 


立 


r-n □□□□□□□□□□□ n— I 

□□□□□□□□□□□ ん 

の UJ □□□□□□□□□□□ LU の 

邸□□叫 

□□□□□□□ 


巧 

。〇。 P" 


口 □□□□□□□□□□□ n— I 

□□□□□□□□□□□ ん 

の UJ □□□□□□□□□□□ LU の 

□ □□□ygtpPDDD 


4. ドライブキャリアを取り外す。 
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日. A - ドディスクの基板面を下にし 
てドライブキヤリアに載せる。 


6. ドライブキヤリアの裏面からネジ 
4本で八ードディスクを固定す 
る。 



Bi 


• ネジは八ードディスクドライブに添付のネジを使用してください。 

• J \- ドディスクドライブとドライブキャリアをしっかりと持ったまま裏 
返してください。 

• 八ードディスクドライブびなるべくドライブキャリアか5はみ出ないよ 
ラネジ穴を台わせてください。 



，"〇 八ードディスクはとてち振動に弱いデバイスです。ゆっくりとていね 
いにス□ットへ挿入してください。 


8. 手順3で外したネジ2本でドライブキャリアを固定する。 
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9. 電源ケーブルとインタフ I ースケーブルを接続する。 

詳しくは「ケーブル接続」を参照してください。 

W -0 • 電源ケーブルや SCSI ケーブルのコネクタにはキャップびついています。 

pra 取りタルたキャップは大切に保管しておいてください。 

• SATA 八ードディスクドライブを接続する場合は添付の電源変換コネク 
夕を使用しまず。 



10. 取り外した部品を取り付けて本体を組み立てる。 

W 上で完了です。 


取り付け（ N 81 00-1 09曰 Y / 11 37 Y の場含） 

次に示す手順で八ードディスクドライブを取り付けます。 


wO A - ドディスクドライブは、同じパックを構成する八ードディスクドライブの 
容量などの仕様び同じものを使用してください。 


1 . セキュリティキーでフ□ントドアの□ックを解除し、ドアを開く。 

2. A - ドディスクドライブのスイッ 
チ（青色）を押して□ックを解除 
する。 
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• ハンドルのフックがフレームに当たるまで}甲し込んでください。 

• j \- ドディスクドライブは両手でしっかりとていねいに持ってくださ 
し、。 


4. 八ンドルをゆっくりと閉じる。 


r カチ、ソ」と音がして□ックされます。 


八ンドルとトレーに指を挟まないようにま意してくださし、。 


押し込むときにハンドルのフックがフレームに引つかかつていることを確認 
区エック I してください。 


日.本体の電源を日 N にして、ディスクアレイのコンフィグレーシヨンをする。 

詳しくは、208ページを参照してください。 

ディスクアレイ構成の場合、故障した八ードディスクドライブの交換後、交換した新しいディ 
スクに交換前までの情報を記録することにより、故障を起こすじ(前の状態に戻すことのできる 
オートリビルド機能を使用することができます。 

オートリビルド機能は、 RAID 1、 または RAD 5、 RAID 0+1 に設定されているディスクアレイ 
で有効です。 

オートリビルドを行うときは、次のを意を守ってください。 

• 八ードディスクドライブが故障してから、オートリビルドを終了するまで装置の電源を 
OFF じしないでください。 

• 八ードディスクドライブの取り外し/取りがけは、90秒 W 上の間隔をあけて行ってくだ 
さい。 
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• 他にリビルド中の八ードディスクドライブがある場合は、八ードディスクドライブの巧 
換を行わないでください（リビルド中は八 ー ドディスクドライブにある DISK ランプが緑 
色とアンバー色に交互に点なしています)。 

• リビルドの操作方まについては、オプションのディスクアレイコント□ーラに添付の説 
明書を参照してください。 


取り外し 

取り外しは、「取りがけ」の逆を行ってください。本体内部のを却効果を保持するためにブラ 
ンクス□、ソトにはドライブ 羊ヤ リアを取り付けてください。 


J \- ドディスクドライブ内のデータについて 

取りがした八ードディスクドライブに保存されている大切なデータ（例 
えば顧客情報や企業の経理情報など）び第兰者へ漏辣することのないよ 
うにお客様の責任において確実に処分してください。 

Windows の「ゴミ箱を空にずる」操作やオペレーティングシステムの 
「フオーマット」コマンドでは見た目は消去されたよラに見えまずび、実 
際のデータは八ードディスクドライブに書き込まれたままの状態にあり 
ます。完全に消去されていないデータは、特殊なソフトウェアにより復 
元され、予期せめ用途に転用されるおそれびあります。 

このようなトラブルを回避するために市販の消去用ソフトウェア（有償） 
またはサービス（有償）を利用し、確実にデータを処分することを強く 
お勧めしまず。データの消去についての詳細は、お買い求めの販売店ま 
たは保守サービス会社にお問い合わせください。 


ディスクアレイ構成の場合、故障した八ードディスクドライブの交換後、交換した新しいディ 
スクに交換前までの情報を記録することにより、故障を起こす W 前の状態に戻すことのできる 
リビルド機能を使用することができます。 

リビルド機能は、 RAID 1、または RAID 5 に設定されているディスクアレイで有効です。リビル 
ドの操作方まについては、オプションのディスクアレイコント□ーラに添付の説明書を参照し 
てください。 
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5-25 インチデバイス 


本装置には、 CD - ROM ドライブや磁気テー 
プドライブなどのバックアップデバイスを 
取りがけるス□、ソトを4つ用意しています 
(標準装備の CD - ROM ドライブで1ス□ット 
使用）。バックアップデバイスを搭載するに 
は、別売の SCSI コント□ー ラと内蔵 SCSI 
ケーブルが必要です。 



，■〇 • 3ス□ットの空きびありまずび、最大増設台数は2台です。シングル八 

置 a イトのデバイスを2台か、ダブル八イトとシングル八イトのデバイスを 

1台ずつのいずれかび標準装備の CD - ROM ドライブを含めた最大構成と 
なります。 

• SCSI デバイスを取り付ける場合、終端抵抗の設定は rOFF 」 に 、 SCSI 
のは他のデバイスと重複しないように設定してください。設定方法につ 
いては、それぞれの装置の説明書を参照してください。 

• シングル八イトのデバイスはス□ット番号順に取り付けてください。ダ 
ブル八イトのデバイスはス□ット2と3を使用します。 

• N 815 M 3 AC 内蔵 DAT 集合型 [ DDS -3] を取り付ける場合はデバイ 
スに取り付け5れている電源分岐ケーブルを使用してください。 

• N 8151-32 B 内蔵 DVD - RAM を取り付ける場合は、動作モードを 
に LAVE 」 にしてください。 


取り付け 


1 . 129ページを参照して準備をする。 


2. サイドカバーを取り外す (130 
ページ参照)。 

3. ダミーカバーを固定しているネジ 
2本を外す。 

4. 夕'ミーカバーを手前に静かに引き 
出す。 
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日.本装置に添付のレールをデバイス 
に添付のネジ （4 本）で日.2日イ 
ンチデバイスに固定する。 




• (2、ずデバイスに添付のネジを使用してください。添付のネジより長いネ 
ジや程の異なるネジを使用するとデバイスを破損ずるおそれがありま 
す。 

• ダブルノパトのデバイスを取り付けるときには本装置に添付されている 
DLT デバイスレール （ L 字型の大きい方のレール）を使用してください。 


6. デバイスベイにデバイスを静かに押し込む。 


^ デバイスを押し込むときにケーブルをはさんでいないことを確認してくださ 

をエック] い。 


wO ス□ットを2つ使う己.2己インチデバイスび入りづ5い場台は、己.2己インチデ 
バイスを少し持ち上げるようにしてス□ットに入れてください。 


7. 手順3で外したネジでデバイスを固定する。 




8. 取り付けた日.2曰インチデバイスが、本体前面から飛び出しすざていないかどラか 
確認する。 

標準装備の CD - ROM ドライブを目安に確認してください。 
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9. 装置側面からデバイスにインタフIースケーブルと電源ケーブルを接続する。 

詳しくは「ケーブル接続」を参照してください。 


，■〇 コネクタのピンび曲がったり、確実に接続していなかったりすると、誤動作の 
置3 原因となりまず。曰.2曰インチデバイスと各ケーブルコネクタを見なび5確実 
に接続してください。 


ケーブルをはさんでいないことを確認してください。 


く SCSI デバイスの場合> 


己.2己インチデバイスベイの 
ス□ット2 (中段）に取り付 
けたデバイスへ 



く IDE デバイスの場合> 

マザーボード上の IDE コネクタに接続されているケーブルをマザーボード側から 
DVD - RAM 、 CD - ROM ドライブの順に接続してください。 

10. 取り外した部品を取り付ける。 

11.SCSI 機器の場合は、 SCSI コント□ーラに添付の説明書を参照して SCSI 巨 I0S の 
セットアップをする。 

12. 取り付けた装置に添付の説明書を参照してデバイスドライバのインストールをする。 


取り外し 


取り外しは、「取り付け」の逆を行ってください。 
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PCI ボード 

本装置には、 PCI ボードを取りがけることのできるス□、ソトを6つ用意しています。 


wO PCI ボードは静電気に弱い電子部品でず。装置の金属フレーム部分などに触れ 
て身体の静電気を逃がしてか 5 ボードを取り扱ってください。また、 PCI ボー 
ドの端子部分や部品を素手で触ったり、 PCI ボードを直接机の上に置いたりし 
ないでください。静電気に関ずる説明は 127 ページで詳しく説明していまず。 



*1 ほい周波数でのみ動作ずる PCI ボードを取りがけた場合は、その PCI ボードの周波数 
で讓わイ乍 I * す 

で複数枚で構成されている PCI ボードを 64 -bit PCI バスと 32 -bit PCI バスにまたがって 
取り付けないでください。 

*3 同一の PCI バス内で異なる周波数のボードを取りがけた場合は、遅いほうのボード 
の周波数で動作します。 

*4 性能は x 4 で動作します。 


W "0 • PCI ス□ットに複数の PCI ボードを取り付ける場合、内蔵 SCSI ケーブ 

raa ルを PCI ボードの間に通さないでください。 PCI ボード上のにや素子な 

どとケーブルび接触し、 PCI ボードやケーブルび破損するおそれびあり 
まず。 

• PCI ボー ドス □ット#1、#2 には 3.3 V PCI ボー ドおよび ユニパーサル 
PCI ボー ドを取り付けることびできまず。 

• PCI ボー ドス □ッ ト拌 3、 拌己には己V PCI ボー ドおよび ユニパーサル PCI 
ボー ドを取り付けることびできます。 


PCI ボードを取り付けるときは、ボードの接続部の形状と PCI ボードスロットの 
医!^ コネクタ形状が合つていることを確認してください。 
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オプションデバイスと取り付けス□ッ I -- 覧 



コネクタ形状は x 8 ですが、本装置としての性能では x 4 です。 


*2 最大1枚まで。他のディスクアレイコント□ーラとの混在は不可。 

*3 最大2枚まで。他のディスクアレイコント□-ラとの混在は不可。 N 8100 -1095 Y では標準搭載。 

*4 最大4枚搭載可能。 

* 己最大2枚搭載可能。 

*6 PCI バスあたり最大け女搭載巧能。 AFT 時は PCI バスあたり最大2枚搭載巧能。 N 8104 -1 にとの混在は不可。 
*7 PCI バスあたり最大1枚搭載可能。 AFT 樹ま PCI バスあたり最大2枚搭載可能。 N 8104 -1 にとの混在は不可。 
*8 本体のマザーボード上の SATA コネクタを使用していない場合は接続巧。 


標準ネットワークとオプションのネットワークボードについて 

標準ネットワーク（オンボードどうし）で AFT / AL 目の Teaming を組むことはできます。ただ 
し、標準ネットワークとオプションのネットワークカードで同一の AFT / ALB の Teaming を組 
むことはできません。 
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取り付け 

1 . 129ページを参照して準備をする。 

2. サイドカバーを取り外す (1 3日ページ参照)。 

3. 取り付けるス□ットと同じ位置 
(高さ）にある増設ス□ットカ 
バーとネジ1本を外して取り外 
す。 


wO 取りタルた増設ス□ットカバーは、大切に保管しておいてください。 


4. 部品面を下にしてマヴーボード上のス□ットとボードの接続部分を合わせてゆつく 
り装置内へ差し込む。 





^ □ングカードの場合は、ボードのち端が本体フレームじあるガイドレールに 
医エック I おって差し} A まれていることを確認してください。 


日.ボードの接続部分がス□ットに確実に接続するよラしっかりとボードを押し込む。 

wO うまくボードを取り付け5れないときは、ボードをいったん取りがしてか5取 
り付け直してください。ボードに過度の力を加えるとボードを破損するおそれ 
びありまずのでま意してください。 

6. ボード左側を手順4で外したネジで固定する。 

7. 取り外した部品を取り付ける。 
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8. 本装置の電源を日 N にして P 日 ST でエラーメッセージが表示されていないことを確 
認する。 

エラーメッセージが表示された場合は、メッセージをメモした後、 「 POST 中のエ 
ラーメッセージ」 （270 ページ）のエラーメッセージー覧を参照してください。 


取り外し 

ボードの取り外しは、取りがけの逆の手順を行い、増設ス□、ソトカバーを取りがけて<ださい。 
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RAID コント □ —ラボード 

オプションの 「 RAID コント□ーラボード」は、データの信頼性を向上させるために用意され 
たオプションの PCI ボードです。 

サポートしている RAID コント□ーラボードは次のとおりです。 

• SCSI ディスクアレイコント日ーラ( N 8 103-80) :最大2枚 

• SATA ディスクアレイコント日ーラ( N 8 103-78) :最大1枚 

RAID コント□ーラボードを取り付けると、本体の 3.5 インチデバイスベイの八ードディスクや 
オプションの D に K 増設崖体の八ードディスクを「ディスクアレイ構成」で使用することがで 
きます。ディスクアレイ構成にはさまざまなレベルや設をがあります。また、設をは専用の 
ユーティリティを使用します。詳細は RAID コント□ーラに添付の説明書を参照してください。 


注意事項 

ディスクアレイを構築する上でを意していただきたい点について説明します。 

• ディスクアレイコント□ーラボードは大変静電気に弱い電子部品です。本体の金属フ 
レーム部分などじ触れて身体の静電気を逃がしてからディスクアレイコント□ーラボー 
ドを取り扱ってください。また、ディスクアレイコント□ーラボードの端子部分や部品 
を素手で触ったり、ディスクアレイコント□ーラボードを直接机の上に置いたりしない 
でください。静電気に関する説明は127ページで詳しく説明しています。 

• ディスクアレイ構成に変更する場合や、 RAID を変更する場合は、八ードディスクドラ 
イブを初期化します。ディスクアレイとして使用する八ードディスクドライブに大切な 
データがある場合は、バックアップを別の八ードディスクドライブにとってからボード 
の取り付けやディスクアレイの構築を行ってください。 

• ディスクアレイ構成に変更する場合や、 RAID を変更する場合は、八ードディスクドラ 
イブを初期化します。ディスクアレイとして使用する八ードディスクドライブ大切な 
データがある場合は、バックアップを別の八ードディスクドライブにとってからボード 
の取りがけやディスクアレイの構築を行ってください。 

• ディスクアレイを構築するには2台]: i 上の八ードディスクドライブが必要です（八ード 
ディスクドライブの台数についての詳細はを RAID コント□ーラボードに添付の説明書 
を参照してください)。 

• ディスクアレイとして使用する八ードディスクドライブはパックごとにディスク回転速 
度と容量が同じ八ードディスクドライブを使用してください。 

• ボードを取り付けられるス□、ソトについては143ページを参照してください。 

• SCSI ディスクアレイコント□ー ラと SATA ディスクアレイコント□ー ラを混在させるこ 
とはできません。 

• ディスクアレイを構成すると、ディスクの信頼性が向上するかわりにディスクアレイを 
構成する八ードディスクドライブの総容量に比べ、実際に使用できる容量が小さ<なり 
ます。 
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• ディスクアレイコント□ーラボードを交換する場合 

ディスクアレイの構成情報（コンフィグレーション情報）をディスクアレイコント□一 
ラボードにリストアしてください。リストアはコンフィグレーションユーティリティを 
使用します。詳しくは、ディスクアレイコント□ーラに添付の説明書を参照してくださ 
し^。ただし、ディスクアレイコント□ーラを交換した場合は、それぞれのユーティリティ 
を使って新規でコンフィグレーション情報を作成してください。 

• 複数の RAID コント□ーラボードを搭載する場合、ブートさせたいシステムディスクが 
接続される RAID コント□ーラボードは PCI ス□、ソト番号の最もルさい番号のス□ットじ 
搭載してください。例えば、2枚の RAID コント□-ラボードを PCI ス□、ソト#1〜#4に搭 
載した場合、システムディスクは PCI ス□、ソト#1じ搭載したボードに接続します。 


内蔵ディスクをディスクアレイ構成にずる場合 

RAID コント□ーラボードの取りがけの手順については、 「 PCI ボード」 （142 ページ）およびを 
RAID コント□ーラボードに添付の説明書を参照してください。 

RAID コント□ーラボードに接続した八ードディスクドライブのアクセス状態を装置前面の 
D に K アクセスランプで表示させる場合は、 RAID コント□ーラボードの LED コネクタとマザー 
ボード上のディスク LED コネクタを本装置に添付の LED ケーブルで接続してください（なお、 
RAID コント□ーラボードによっては、装置前面の D に K アクセスランプの表示が暗い場合があ 
ります）。 

参マザーボード側 


ディスク LED コネクタは下國に示す位置にあります。 



ディスク LED コネクタ （4 ピンの 
うち、上の2ピンに接続する） 
















































































148 オプションの取りがけ 


• RAID コント□— ラボー ド側 

LED ケーブルの赤色のケーブルが化ているコネクタ穴を RAID コント□ーラボード側の 
LED コネクタの 「LED Active 」 に接続します。 

- N 8 103-78 



- N 8103 -89 



黒色のケーブル 
を接続 
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N 8103 -80 


黒色のケーブル 
を接続 


赤色のケーブル 
を接続 



インタフェースケーブルは RAID コント□ーラボードに添付のケーブルを使用します。本体に 
取り付けられていたケーブルは取り外し後、大切に保管してください。接続の詳細については 
を RAID コント□ーラボードに添付の説明書を参照してください。 

取り付け後は、 RAID コント□ーラボードのディスクアレイ目 IOS ユーティリティを使用して 
RAID の設定などをします。設定の詳細とその方まじついては、を RAID コント□ーラボードに 
添付の説明書を参照してください。 
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D に K 増設ユニットをディスクアレイ構成にずる場台 

N 8141-36 D に K 増設ユニットは八ードディスクドライブを最大14台取り付けることのでき 
る専用の崖体（キャビネット）です。 SCSI ディスクアレイコント□-ラ( N 8 103-80) を取 
り付けた本装置は D に K 増設ユニットを最大4台まで接続できます （ D に K 増設崖体についての 
詳しい説明については、「ケーブル接続」 （164 ページ）または D に K 増設ユニットの説明書を 
参照してください)。 


• D 旧 K 増設ユニットには、 A - ドディスクドライブび添付されていませ 
ん。別途購入して<ださい。 

• D 旧 K 増設ユニットに接続ずるためには、本体をラックマウントタイプ 
にするか、 D 旧 K 増設ユニットをタワータイプ（ぺデス!ルタイプ） 
にしてください。タイプの変更にはオプションのコンバージョンキット 
び必要です。 


N 8141-36 D に K 増設ユニットと接続するためには、次のいずれかのオプションケーブルが必 
要です。 


• K 410-93(01) 増設崖体接続 SCSI ケーブル 

• K 410-93(03) 増設崖体接続 SCSI ケーブル 

• K 410-93(06) 増設崖体接続 SCSI ケーブル 

D に K 増設ユニットを接続後、 SCSI ディスクアレイコント日ーラ （ N 8103 -80) の「ディスク 
アレイコンフィグレーションユーティリティ」を使って、 D に K 増設ユニットじ搭載した八一 
ドディスクドライブをディスクアレイ構成に設をしてください。設をの詳細とその方法じつい 
ては、 SCSI ディスクアレイコント□-ラ( N 8 103-80) じ添付の説明書を参照してください。 

ディスクアレイ構成に設定すると、 SCSI ディスクアレイコント□-ラ （ N 8103 -80) 配下に 
接続されている八ードディスクドライブのうちのどれかが故障してデータが破壊されても、 
SCSI ディスクアレイコント□-ラ( N 8 103-80) が持つ「才ートリビルド」機能によってデー 
夕を復旧することができます（電源が ON のまま故障した八ードディスクドライブを交換(ホ、ソ 
トスワップ）してください)。 
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SCSI コント □ ーラボード 

[" SCSI コント□-ラボード （ N 8103-56/65/75)」は、 SCSI インタフエースで動作する八ード 
ディスクドライブやファイルデバイスを制御する PCI ボードです。 

本体の 5.25 インチデバイスにファイルデバイスを搭載するときや内蔵の八ードディスクドラ 
イブに SCSI 八ードディスクドライブを使用するとき、外付けの SCSI 機器と接続するときに必 
要なボードです。 


注意事項 

SCSI コント□ーラを使用する上でを意していただきたい点について説明します。 

• SCSI コント□ーラボードは大変静電気に弱い電子部品です。本装置の金属フレーム部分 
などに触れて身体の静電気を逃がしてから SCSI コント□ーラボードを取り扱ってくださ 
し^。また、 SCSI コント□ーラボードの端子部分や部品を素手で触ったり、 SCSI コント 
□ーラボードを直接机の上に置いたりしないでください。静電気に関する説明は85ペー 
ジで詳しく説明しています。 

• SCSI コント□ーラボードに OS がインストールされた八ードディスクドライブを接続す 
る場合は、番号のルさい PCI ス□、ソトから順番に取りがけてください。 

• ボードを取り付けられるス□、ソトについては143ページを参照してください。 


取り付けか！5設定まで 

SCSI コント日ーラボードの取り付けの手順じついては、 「 PCI ボード」 （142 ぺージ）を参照し 
てください。 SCSI コント□ーラに接続した八ードディスクドライブのアクセス状態を装置前 
面の D に K アクセスランプで表示させる場合は、 SCSI コント□ーラの LED コネクタとマザー 
ボード上のディスク LED コネクタを本装置に添付の LED ケーブルで接続してください（なお、 
SCSI コント□ーラボードによっては、装置前面の D に K アクセスランプの表示が暗い場合があ 
ります）。 
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• マザーボード側 

ディスク LED コネクタはタページの図に示す位置にあります。 



• SCSI コント□—ラボード側 


LED ケーブルの赤色のケーブルが化ているコネクタ穴を SCSI コント □ ーラボード側の 
LED コネクタの 「LED Active 」 に接続します。 

- N 8103 -65 


黒色のケーブルを接続 
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- N 8103 -56 


赤色のケーブル 黒色のケーブル 

を接続 を接続 



- N 8103 -95 


黒色のケーブル 赤色のケーブル 

を接続 を接続 



11111111111111111111 oiiiiiiiiiiiiiin^^ 




























































































154 オプションの取りがけ 


インタフェースケーブルの接続については SCSI コント□ーラボードに添付の説明書を参照し 
てください。 

取り付け後は、 SCSI コント□ーラの SCSI BIOS ユーティリティを使用してボードや接続して 
いるデバイスの転送レートの設をなどをします。設をの詳細とその方法については、ボードに 
添付の説明書を参照して < ださい。 
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プ□セッヴ ( CPU ) 

標準装備の CPU (Intel Xeon Processor ) に力□えて、もう1つ CPU を増設することができます。 



CPU#1 

(標準装備の CPU) 


CPU#2 




オプションの CPU の中には異なるレビジョン（ステッピング）のものが含まれ 
ている場合があります。異なるレビジョンの CPU を混をして取り付けた場合、 
Windows ではイベントビューアのシステムログに必下のようなログが表示さ 
れますが、動作には問題ありません。 
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取り付け 

次の手順に従って CPU を取り付けます。（國はわかりやすくするためにリテンションの一部を 
省略しています。） 


wO CPU は大変静電気に弱い電子部品でず。ヴーノくの金属フレーム部分などに触 
れて身体の静電気を逃びしてか 5 CPU を取り扱ってください。また、 CPU の 
ピンを素手で触ったり、 CPU を直接机の上に置いたりしないでください。静 
電気に関する説明は127ページで詳しく説明しています。 

1 . 129ページを参照して準備をする。 

2. 次の部品を取り外す。 

- サイドカバー （130 ページ参照） 

- CPU ダクトカバー (132 ページ参照） 


3. 

4. 


CPU ソケツトの位置を確認し、ソケツト上にある防塵フイルムを取り外す。 
ソケットのレバーを持ち上げる。 




レバーは止まるまで完全に開いてください。レバーは120度上開きます。 



^ CPU の向きにミ主意してください。 CPU とソケットは誤挿人を防止するために 
巨!^ CPU とソケットにはピンマークがあります。 CPU とソケット側のピンマークを 
確認して正しく取りがけてください。 
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7. ヒートシンクを CPU の上に置く。 


8. ヒートシンクをネジで固定する。 

ネジは、たすきがけの順唐で4つを 
仮止めした後に本締めしてくださ 
い。 
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9. ヒートシンクがマヴーボードと水平に取り付けられていることを確認する。 


• 斜めに傾いているときは、いったんヒートシンクを取りがしてか5、も 
う一度取り付け直してください。 

水平に取り付け5れない原因には次のことび考え5れまず。 

- CPU び正しく取り付け5れていない。 

- ネジで完全に固定されていない。 

• 固定されたヒートシンクを持って動かさないでください。 


10. 取り外した部品を取り付ける。 

11. 本装置の電源 ON 後、本装置に添付の EXPRESSBUILDER CD-R 日 M を CD-R 日 M 
ドライブにセットし、 EXPRESS 巨 UILDER を立ち上げる。 

12. メニューから[終了]をクリックし、 [D 日 S] を選択する。 

画面に 「Q:¥>」 が表示されます。 


13.「CDSDR」 と入力し、く Enter> キーを押す。 


画面に 「Q:¥SDR>」 と表示されます。 


14.「SDRUP」 と入力し、く Enter> キーを押す。 


内部コンフィグレーションデータのアップデートを始めます。途中で]: i 下のメッ 
セージが表示された場合は、 <Ente「> 羊一を押してアップデートを続行させてくだ 
さい。 

Password (Q to quit): 

アップデートに要する時間は約5〜6分程度です。 


1己. rProgramming complete, reboot server to 「normal operation」 と表され 
たら、 CD-ROM ドライブわ、ら EXPRESS 巨 UILDER CD-R 日 M を取り出し、 

RESET スイッチを押すか、電源を日 FF/ 日 N してシステムを再起動する。 


W -0 < Ctrl >+ く Alt >+< Delete > キーによるリセットでは正しくデータを適用でき 
ません。 


16. 巨 I0S SETUP ユーティリティを起動して、 「Server」一 に vent Log 

Confi 呂 uration」一|"Clear All Event Logs」 の順でメニューを選択し、イベン 
卜□グ情報をクリアする。 

詳しくは 「Event Log Configuration」（197 ぺージ）を参照してください。 

1 7. Windows 環境のシステムで、1 CPU 構成の本装置に CPU を増設し、2つ lil 上の 
CPU で運用する場含に lil 下の手順を行ラ。 

デバイスマネージャの「コンピュータ」のドライバが 「ACPI シングルプ□セ、ソサ 
PC」 になっている場合は 「ACPI マルチプ□、ソサ PC」 に変更し、メッセージに従っ 
て再起動後、システムのアップデート （54 ページまたは88ページ）を行います。 
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取り外し 


CPU を取り外すときは、「取りがけ」の手順1〜3を参照して取り外しの準備をした後、手順8 
〜4の逆の手順を行ってください。ヒートシンクはヒートシンクを水平に少しずらすようにし 
て動かしてから取り外してください（この後の「重要」の3項を参照してください）。 


B1 


• CPU の故障 m がで取りがさないでください。 

• 運用後は熱によってヒートシンクの底にあるクールシートび CPU に粘 
着している場合びありまず。ヒートシンクを取り外ず際は、左ちに軽く 
回して、ヒートシンクび CPU か5離れたことを確認してか5行ってく 
ださい。 CPU に粘着したままヒートシンクを取りがすと CPU やソケッ 
卜を破損するおそれびあります。 


CPU の取り外し（またはを換）後に次の手順を行ってください。 

1. 「取り付け」に示す手順11〜1目を参照してコンフィグレーションデータのアップ 
デートをする。 

CPU をを換した場合は、この手順を行う必要はありません。 

また、アップデートが完了するまでの間、 STATUS ランプがアンバー色に点なしま 
すが、動作には問題ありません。アップデートの完了後の再起動で表示は切り替わ 
ります。アンバー色の点なから変わらない場合は、何らかの異常が起きているおそ 
れがあります。 「STATUS ランプ」 （106 ぺージ）を参照してください。 

2. SETUP を起動して 「Advanced」 メニューの 「Processor Confi 呂 uration」 で 
増設した CPU の ID および L2 Cache Size が正常になっていることを確認する 
(178 ぺージ参照)。 
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DIMM 


DIMM (Dual Inline Memory Module) は、本体に取りがけられているマザーボード上の DIMM 
ソケ、ソトじ取りがけます。 

マザーボード上には DIMM を取り付けるソケットが8個あり、標準で 256M 目の DIMM が2枚、 
DIMM#1A と#1巨に取りがけられています（標準で取りがけられている DIMM も交換すること 
ができます)。 

DIMM は2枚単位で DIMM group #1 一#2の順に取りがけます。 


DIIMM group #2 
DIIMM group #1 


c 


DIIMM #2 A 
DIIMM #2 己 

IIMM #1 A 
lIMM # 旧 



マザーボード 


W -0 • DIMM は大変静電気に弱い電子部品でず。本装置の金属フレーム部分な 

量 a どに触れて身体の静電気を逃がしてか5ボードを取り扱ってください。 

また、ボードの端子部分や部品を素手で触ったり、ボードを直接机の上 
に置いたりしないでください。静電気に関する説明は127ページで詳し 
<説明していまず。 

• 製社で指定していない DIMM を使用しないでください。サードパーティ 
の DIMM などを取り付けると、 DIMM だけでなくサーバ本体び故障する 
おそれびありまず。また、これ5の製品び原因となった故障や破損につ 
いての修理は保証期間中でち有料となります。 

• 容量の大きいメモリを DIMM グループ2に取り付けてください。順唐を 
守5ないと動作び不ま定になります。 

例） 1 GB メモリ、 2 GB メモリを搭載ずる場合は、下記のとおりに搭載 
して < ださい。 

DIMM Group #1166メモリ 
DIMM Group #2 2 GB メモリ 




• メモリは最大 8 GB (2 GBX 4 枚）まで増設できます。 

• POST や ESMPR 0、 オフライン保ずユーティリティのエラーメッセージ 
やエラーログでは DIMM コネクタのことを「グループ」と表示される場 
合があります。グループの後に示される番号は上図のコネクタ番号と一 
致しています。 
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取り付け 


次の手順に従って DIMM を取りがけます。 


• インタリーブ装置であるため、 Group 単位に2枚の DIMM ボードを増設 
してください。1つの Group 内に異なった仕様诚 DIMM ボードを実装す 
ると動作しません。 

* DIMM ボードの仕滿ま、 DIMM ボードに貼ってあるラベルに下記の内 
容で表示されていまず。 

(例） 333 MHz . Bufferred . 己 12 MB . □ウアドレス12ビット. 
カラムアドレス10ビット - Single side の場合 
333 / B /己12 / R 12 CIO S 



• オペレーティングシステムがサボートずる最大メモリ容量は次のとおり 

です。 

また、チップセットの仕様などにより PCI リソース領域として約 
7已 0 MB のメモリを使用するため、実際に使用でをるメモリ容量は搭載 
メモリ容量よりもルさくなることびありまず（搭載する PCI カードの種 
類や枚数によつても多少の変動びありまず)。 

- Windows Server 2003, Standard Edition/Windows 2000 
Server/Red Hat Enterprise Linux ES 2.1 /MIRACLE 
LINUX Standard Edition V 2.1 (4 GB メモリサボート） 

搭載メモリ〜 3 GB : 搭載メモリ容量と同じ容量を使用可能 
搭載メモリ3.己〜 4 GB : 約 3.1 GB を使用可能 

— Windows 2000 Advanced Server/Red Hat Enterprise 
Linux ES 3 (8 GB メモリサボート） 

搭載メモリ〜 7 GB : 搭載メモリ容量と同じ容量を使用可能 
搭載メモリ7.日〜 8 GB : 約 7.1 GB を使用可能 

— Windows Server 2003, Enterprise Edition/Red Hat 

Enterprise Linux AS 3 ( EM 64 T ) (32 GB メモリ上サボート） 
搭載メモリ〜 16 GB : 搭載メモリ容量と同じ容量を使用可能 


1 . 129ページを参照して準備をする。 

2. サイドカバーを取り外す （1 3日ページ参照)。 

3. DIMM を取り付けるソケットを確認する。 
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4. DIMM をソケットにまっすぐ押し 
込む。 



^ DIMM の向きにミ主意してください。 DIMM の端子側(こは誤挿入を防止するため 
の切り欠きがあります。 


DIMM が DIMM ソケットに差し a まれるとレバーが自動的に閉じます。 


01 


DIMM は2枚1組で取り付けてください。また同一仕様のメモリセット使用し 
てください。メモリの仕様はメモリに貼付けされているラベルに下の内容で 
表示されています。 

(例） 333 MHz . Bufferred .日 12 MB .□ウアドレス12ビット. 
カラムアドレス10ビット . Single side の場合 
333 / B / 512 / R 12 CIO S 



日.取り外した部品を取り付ける。 

6. 本体の電源を日 N にして P 日 ST でエラーメッセージが表示されていないことを確認 
する。 

エラーメッセージが表示された場合は、メッセージをメモした後、119ページのエ 
ラーメッセージー覧を参照してください。 

7. SETUP を起動して 「 Advanced 」一「 MemoryConfiguration 」 の順でメニュ ー 
を選択し、増設した DIMM のステータス表示が rinstalledj になっていることを 
確認する （187 ページ参照)。 

8. Windows Server 2003 /Windows 2 日日日を 使用している場合は、 ぺー ジング 
ファイルサイズを推奨値（搭載メモリ X 1.日）(上に設定する （Windows Server 
2003は48ページ 、 Windows 2000は83ページを参 P 焉)。 
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取り外し 

次の手順に従って DIMM を取り外します。 





• 故障した DIMM を取り外す場合は、 POST や ESMPRO で表示されるエ 
ラーメッセージを確認して、取りがけている DIMM ソケット ( Group ) 
を確認してください。 

• DIMM は最低2枚搭載されていないと本装置は動作しません。 


1 . 129ページを参照して準備をする。 

2. 13日ページを参照してサイドカバーを取り外す。 


3. 取り外す DIMM のソケットの両側 
にあるレバーを左ちにひろげる。 

□ックが解除され DIMM を取り外 
せます。 

4. 手順2で取り外した部品を取り付 
ける。 



己.本装置の電源を日 N にして P 日 ST でエラーメッセージが表示されていないことを確 
認する。 

エラーメッセージが表示された場合は、メッセージをメモした後、119ページのエ 
ラーメッセージー覧を参照してください。 

6. SETUP を起動して 「 Advanced 」一 「Memory Confi 呂 uration 」一 「Memory 
Retest 」 の順でメニューを選択し、取り外した DIMM のエラー情報をクリアする 
(187 ページ参照)。 















164 ケーブル接続 


ヶーブル接続 

本装置のケーブル接続を示します。 


インタ フエー スケーブル 


装置内部および装置外部とのインタフェースケーブルの接続の一例を示します。 

標準構成 

N 8100 -1094Y の場合 

標準構成での接続例です。標準構成の状態で搭載できる八ードディスクドライブは 、 SATA 
八ードディスクドライブ （2 台）です。 

5.25 インチデバイスベイに搭載できるバックアップファイルデバイスは IDE タイプのデバイ 
ス（例えば AIT ) を1台搭載することができます。 


7ヴー ボード 


PCI # 巳 


1 1 

— 



PCIe #4 


1 1 

巧 

做 

が 


句 

中 1 
畜 

PCI #3 


1 1 

山 

PCI #2 


1 1 に ATA #1| | SATA #2| 


PCI #1 


1 1 







オプション 


オプション 


CD-ROM 


バックアップファイル 


フ□ッピザ'イスク 
ドライア 


並台目 
]1台目 


己2巳インチ 
デバ'イスベイ 


3.巳インチ 
八ードディスク 
ベイ 

八ードディスク 
ドライブ2台目 
からはオプション。 


SATA ケーブル IDE ケーブル 

フ□ッピーディスクドライブケーブル 
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N 8100-109己 Y の場合 


標準構成での接続例です。標準構成の状態で搭載できる八ードディスクドライブは、ホットプ 
ラグに対応した八ードディスクドライブを最大で6台（本装置の最大搭載台数）搭載すること 
ができます。 


PCI # 己 
PCIe #4 
PCI #3 
PCI #2 
PCI #1 


7 ヴーボード 


]| SATA #1] ISATA #2 I 


オプション 


オプション 


CD-ROM 


オプション 


兀ッピ-テ''イスク 
ドライア 


ディスクアレイ構成 


■ I 始目 
■ ~1 已台目 
1 4台目 
1 始目 
1 2台目 
n 台目 


己2己インチ 
デバイスベイ 


HDD ケージ 


八ードディスク 
ドライブ3台目 
からはオプション。 


= SCSI ケースレ IDE ケーブル 

フ□ッピーディスクドライブケーブル 
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ディスクアレイコント□ーラ （ SATA ) 接続例 

本装置にはオプションの N 8103 -78/89 ディスクアレイコント□-ラ （ SATA ) を1枚搭載す 
ることができます。 

このディスクアレイコント□ーラを搭載することで本体には SATA 八ードディスクドライブ 
を4台取り付けることができるようになります。また、接続した八ードディスクドライブは 
ディスクアレイ構成 ( RAID 0/ RAID 1 / RAID 5/ RAID 10/ JBOD ) にすることができます。 

なお、接続に使用するケーブルは別売品です （ K 410-1 27(00))。 

ディスクアレイコント□ーラのコネクタ番号は、ディスクアレイコント□ーラの説明書で確認 
してください。 



已 .2 巳インチ 
デパイスベイ 


HDD ケージ 
(オプション) 


八ードディスク 
ドライブ2台目 
からはオプション。 
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SCSI コント□ーラ接続例 

オプションの SCSI コント□ーラは次の拡張性を提供します。 

• SCSI バックアップファイルデバイスを搭載可能 

下図は N 81 03-56 SCSI コント□ーラと別売の K 4 1 0-68 A (00) SCSI ケーブル、別売の SCSI 
八ードディスクドライブを搭載した場合の例です。 


PCI # 已 
PCIe #4 
PCI #3 
PCI #2 
PCI #] 



已 .2 已インチ 
デバイスベイ 

デバイスは 

オプション。 


HDD ケ-ジ 

八ードディスク 
朽イブ始目 
からはオプション。 


= SCSI ヶーブル 

フ□ッピーディスクドライブケーブル 


IDE ケーブル 
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D に K 増設ユニットとの接続/最大構成のときの接続 

外付けの SCSI 八ードディスクドライブ用羊ャビネット 「 D に K 増設ユニット」と本装置を接続 
するためじは、ディスクアレイコント□-ラ （ N 8103 -80) が必要です。 


两"〇 D 旧 K 増設ユニットに接続ずるためには、本体をラックマウントタイプにずる 
置3 か、 D 旧 K 増設ユニットをタワータイプ（ぺデス!ルタイプ）にしてくださ 
し、。タイプの変更には別売のコンバージョンキットび必要です。 


ディスクアレイコント□-ラボードを搭載した本装置と接続できる D に K 増設崖做ま、 N 8141- 
36 D に K 増設ユニット （1 台あたりの八ードディスクドライブ搭載台数：14台）です。 

本体内部に6台の八ードディスクドライブと、1台の N 8141-36 D に K 増設ユニットで、最大20 
台の八ードディスクドライブを接続することができます。 


D に K 増設ユニットを接続するために SCSI ディスクアレイコント□ーラボードが2枚必要で 
す。 



已 .2 巳インチ 
デバイスベイ 


HDD ケージ 


八ードディスク 
ドライブ3台目 
からはオプション。 


SCSI ケーブル 

フ□ッピーディスクドライブケーブル 


IDE ケーブル 
























































ハードウエア編 169 



P 2, 


P 1 



I 1 

— 

— 


I I 


が 


こ 


II 

货 

山 

I I | SA 「 A #1\ ISATA #2| 

が 


I I \ 





本体内蔵の電源ユニットの電源ケーブルにはコネクタ番号が印刷されています （Pnn - nn : 数 
字）。コネクタ番号と接続される内蔵デバイスはじ(下のとおりです。 

標準構成時 


PCI #5 

PCIe #4 

PCI #3 

PCI #2 

PCI #1 


已 .2 已インチ 
デパ'イスベイ 


3.5 インチ 
八ードディスク 
ベイ 


電源ケーブル 


増設 HDD ケージ搭載時 


図は SCSI ホ、ソトプラグ用の増設 HDD ケージの場合を示します。 SATA ホ、ソトプラグ 
の場合は、 P 10 コネクタを奥側に、 P 11 コネクタを手前側に接続してください。 



已 .2 已インチ 
デバイスベイ 


3.巳インチ 
八ードディスク 
ベイ 


P 5 

オプション 

P 6 

オプション 

P 3 

CD-ROM 

P 4 

オプション 


電源ケ—ブル 



電源ケーブル 
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BIOS のセットアップ 


Basic Input Output System ( BIOS ) の設定方法について説明します。 

導入時やオプションの増設/取り外し時にはここで説明する内容をよく理解して、正しく設を 
してください。 


システム BIOS ( SETUP ) 


SETUP は八ードウエアの基本設ををするためのユーティリティツールです。このユーティリ 
ティは本体内のフラッシュメモリに標準でインストールされているため、専用のユーティリ 
ティなどがな < てち実行できます。 

SETUP で設をされる内容は、化荷時に最も標準で最適な状態に設をしていますのでほとんど 
の場合において SETUP を使用する必要はありませんが、この後に説明するような場合など必 
要に応じて使用してください。 



Bi 


• SETUP の操作は、システム管理者（アドミニストレータ）が行ってく 
ださい。 

• SETUP では、パスワードを設定することができます。パスワードには、 
「 Administrator 」 と 「 User 」 の2つのレベルびあります。 
「 Administrator 」 レベルのパスワードで SETUP にアクセスした場合、 
ずべての項目の変更びできます。 「 Administrator 」 のパスワードび設 
定されている場台、 ruserj レベルのパスワードでは、設定内容を変更 
できる項目び限5れます。 

• 0 S (オペレーティングシステム）をインス!ルする前にパスワード 
を設定しないでください。 

• SETUP ユーティリティは、 最新のパージョンびインス!ルされてい 
ます。このため設定画面び本書で説明している内容と異なる場台があり 
ます。設定項目については、オンラインヘルプを参照するか、保守サー 
ビス会社に問い合わせて ください。 

• SETUP 起動した時には Exit メニューまたはく Esc >、 くド10>キーで必 
ず終了してください。 SETUP を起動した状態でパワーオフ、リセット 
を行った場合には SETUP の設定び正しく更新されないことがありまず。 


起動 

本体の電源を ON にするとディスプレイ装置の画面に POST (Power On Self - Test ) の実行内 
容が表示されます。 「 NEC 」 □ゴが表示された場合は、く Esc > キーを押してください。 

しばら<すると、次のメッセージが画面左下に表示されます。 


Press く F2> to enter SETUP 


ここでく F 2> 羊一を押すと、 SETUP が起動して Main メニュー画面を表示します。 
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前に SETUP を起動してパスワードを設をしている場合は、パスワードを入力する画面が表 
示されます。パスワードを入力してください。 


Enter CURRENT password:C H 

パスワードの入力は、 3 回まで行えます。3回とも誤ったパスワードを入力すると、本装置は 
動作を停止します（これより先の操作を行えません）。電源を OFF じしてください。 



パスワードには、 「 Administrator 」 と 「 User 」 の2種類のパスワードがあります。 
rAdministratorJ では、 SETUP でのすベての設をの状態を確認したり、それら 
を変更したりすることができます。 「 User 」 では、確認できる設をや、変更で 
きる設をに制限があります。 


キーと画面の説明 

キーボード上の次の车一を使って SETUP を操作します（キーの機能については、画面下にも 
表示されています）。 



現在表示しているメニューを示す 


.オンライン 

ヘルプ 

ウインドウ 


サブメニューが 
あることを示す 


丰一の機能説明 


設定項目 


パラメータ（選択ずると文字が反転する*) 

* 自動的にコンフィグレーションされたものやお化されたもの、情 
報の表示のみやパスワードの設定により変更が許可されていない 
項目はグレーアウトされた表示になりまず。 


□力ーソル キ ー ( In i ) 

画面に表示されている項目を選択します。文字の表示が反転している項目が現在選 
択されています。 

□ 力ーソ J レ车一（^、一） 

Main や Advanced 、 Boot 、 Security 、 Server 、 Exit などのメニューを選択します。 

□ <— 〉车一 / <十〉羊一 

選択している項目の値（パラメータ）を変更します。サブメニュー（項目の前に 
「►」がついているもの）を選択している場合、このキーは無効です。 

□ < Ente 「> 车一 

選択したパラメータの巧をを行うときに押します。 
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□ < Esc > 羊一 

ひとつ前の画面に戻ります。また値を保存せずに SETUP を終了します。 

□ < F 9> 羊一 

現在表示している項目のパラメータをデフォルトのパラメータに戻します（化荷時 
のパラメータと異なる場合があります)。 

n <Fio>+- 

SETUP の設を内容を保存し、 SETUP を終了します。 


設定例 

次にソフトウエアと連携した機能や、システムとして運用するときに必要となる機能の設を例 
を W します。 


日付-時刻関連 


「 Main 」 一 「System Time」、「System Date 」 



rESMPRO / ServerManagerJ を使ってネットワーク経由で本体の電源を制御する 

「 Advanced 」 一 fAdvanced Chipset Control 」 一 「Wake On LAN 」 もしくは 「Wake 
On PMEJ ->「 Enabled 」 


UPS 関連 


UPS と電源連動（リンク）させる 

- UPS から電源が供給されたら常に電源を ON させる 

「 Server 」 一 「Resume on AC Power Loss 」 一 「Power On 」 

- UPS から電源が供給されても電源を OFF のままにする 

「 Server 」 一 「Resume on AC Power Loss 」 一 「Stays Off 」 


起動関連 


本体に接続している起動デバイスの順番を変える 

「Boot Device Priority 」 一起動順唐を設定:する 

POST の実行内容を表示する 

「 Boot 」 一 「Boot Settings Configuration 」 一 「Quiet 目 00 1」 一 「 Disabled 」 
「 NEC 」 □ゴの表示中に < Esc > 羊一を押しても表示させることができます。 
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リモートウェイクアツプ機能を利用する 


モデムから： 


LAN から： 


PCI デバイスから 


RTC のアラームから 


「 Advanced 」 一 「Advanced Chipset Control 」 
一 「Wake On Ring 」 一 「 Enabled 」 

「 Advanced 」 一 「Advanced Chipset Control 」 
一 「Wake On LAN 」 一 「 Enabled 」 

「 Advanced 」 一 「Advanced Chipset Control 」 
一 「Wake On PME 」 一 「 Enabled 」 

「 Advanced 」 一 「Advanced Chipset Control 」 
一 「Wake On RTC 」 一 「 Enabled 」 


HW コンソール端末か！ 5 制御する 

「 Server 」 ^ ["Serial Console Features 」 一それぞれの設ををする 


メモリ関連 


搭載しているメモリ （ DIMM ) の状態を確認する 

「 Advanced 」 一 「Memory Configuration 」 一 [DIMM rU 一 表示を確認する ( n :1 A •1 B • 
2 A . 2目） 

画面に表示されている DIMM グループとマザーボード上のソケットの位置は下図のよう 
に対応しています。 



メモリ （ DIMM ) のエラー情報をクリアする 

「 Advanced 」 一 「Memory Conriguration 」 一 「Memory Retest 」 一 「 Enabled 」 一 U ブー 
卜するとクリアされる 
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CPU 関連 


搭載している CPU の状態を確認する 

「Advanced」 一 「Processor Configuration」 一表示を確認する 

画面に表示されている CPU 番号とマザーボード上のソケットの位置は前ページの図のよ 
うに対応しています。 


キーボード関連 


Numlock を設定する 

「巨00り 一 「Boot Settings Configuration」 一 「Bootup Num-Lock」 一 「On」 （有父力) 
「巨00り 一 「Boot Settings Configuration」 一 「Bootup Num-Lock」 一 「Off」 （無効) 


イベント□グ関連 


イベント□グをクリアする（オプションのリモートマネージメン トカー ド/アドバンス 
ドリモートマネージメントカードを装着時） 

「Server」 一 「Event Log Configuration」 一 「Clear All Event Logs」 一 「Enabled」 一 
再起動するとクリアされる 


セキュリティ関連 


BIOS レベルでのパスワードを設定する 

["Security」 一 l"Set Admin Password」 ーパスワードを入力する 

管理者パスワード （Administrator） 、ユーザーパスワード （User） の順に設定します0 

セキュアモードを設定する 

["Security」 一 l"Set User Password」 ーパスワードを入力する 
["Security」 一 「Secure Mode 目00り 一 「Enabled」 それぞれを設定:する 


外付けデバイス関連 


10ポートに対する設定をする 

「Advanced」 一 l"Supe「I/O Configuration」 一それぞれの 10 ポートに対して設定:をする 


内蔵デバイス関連 


本装置内蔵の PCI デバイスに対する設定をする 

「Advanced」 一 「PCI Configuration」 一それぞれのデバイスに対して設定:をする 

ディスクアレイコント□ーラボードを取り付ける 

「Advanced」 一 「PCI Configuration」 一 「Slot n Option ROM」 一 「Enabled」 
n: PCI ス□ツトの番号 
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設定内容のセーブ関連 


BIOS の設定内容を保存する 

「Exit」 一 「Save Changes and Exit」 

変更した BIOS の設定を破棄する 

「Exit」 一 「Discard Changes and Exit」 または 「Discard Changes」 

BIOS の設定をデフォルトの設定に戻す（出荷時の設定とは異なる場合びあります） 

「Exit」 一 「Load Setup Defaults」 

W "0 本体標準装備の HostRAID を使用してシリアル ATAA— ドディスクドライブ 
巨^ をディスクアレイで使用している場合は必ず、 「 Advanced 」 メニューの 
rSATA RAID Enable 」 を 「 Enabled 」 に設定してください。初期値 （ 
「 Disabled 」） のまま起動すると八ードディスクドライブのデータび壊れる場 
台びありまず。 


パラメータと説明 

SETUP じは大きく 6 種類のメニューがあります。 

• Main メニユ ー 

• Advanc 目 d メニユ ー 
参 Security メニュ ー 

• Server メニユ ー 

• Boot メニユ ー 
参 Exit メニユ ー 

このメニューの中からサブメニューを選択することによって、さらに詳細な機能の設定ができ 
ます。次に画面に表示されるメニュー別に設をできる機能やパラメータ、化荷時の設をを説明 
をします。 
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Main 

SETUP を起動すると、はじめに Main メニューが表示されます。項目の前に「►」がついてい 
るメニューは、選択して<£が 6 「>车一を押すとサブメニューが表示されます。 



Main メニューの画面上で設をできる項目とその機能を示します。 


項目 

パラメータ 

説明 

AMI BIOS 

- 

目 lOS のバージョンと作成日を表示します 

Version 

Build Date 


(表示のみ)。 

Processor 

— 

搭載しているプ□セ、ソサのタイプと周波数、 

Type 


搭載数を表示します。詳細は Advanced メ 

Speed 


ニューの Processor Configuration サブメ 

Count 


ニュー （178 ページ）で確認および設定しま 
す。 

System Memory Size 


本装置に搭載しているメモリ容量を表示し 
ます。 

Server Board MCH 

- 

マザーボード(こ搭載している饥 ip Set の 

Stepping 


Revision を表示します。 

System Time 

時:分渺 

時刻の設定をします。時間は24時間表記で 
す。 

System Date 

曜日月/日/西暦 

日付を設定します。曜日は自動的に切り替 
わります。 

Language 

French 

German 

Spanish 

Italian 

[English] 

SETUP で表示する言語を選択します。 


[]： 出荷時の設定 
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W -0 BIOS のノ くラメータで時刻や日付の設定び正しく設定されているか必ず確認し 
てください。次の条件に当てはまる場合は、運用の前にシステム時計の確認- 
調整をしてください。 

• 装置の輸送後 

• 驾置の保営 f 么 

• 装置の動作を保証ずる環境条件（温度：1〇た〜3己で . 湿度： 20%〜 
80%)か5がれた条件下で休止状態にした後 

システム時計は毎月1回程度の割合で確認してください。また、高い時刻の精 
度を要求ずるようなシステムに組み込む場合は、タイムサーバ （ NTP サーバ） 
などを利用して運用することをお勧めします。 

システム時計を調整しても時間の経過と共に著しい遅れや進みが生じる場合 
は、お買い求めの販売店、または保守ヴービス会社に保守を依頼してくださし、。 
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Advanced 

「Advanced」 にカーソルを合わせると次のメニューを表示します。メニューには 8 つのサブメ 
ニュー項目が表示されます。それぞれの項目を選択し、く£が 6 「>车一を押すとサブメニューへ 
移ります。 



Processor Connguration 

Advanced メニューで 「Processor Configuration」 を選択すると、 W 下の画面が表示されます。 



項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Manufacturer 

— 

搭載しているプ□セ、ソサの製造メーカーを 
を表示します（表示のみ)。 

Brand String 

— 

搭載しているプ□セ、ソサのブランドをを表 
示します（表示のみ)。 


























ハードウエア編 179 


項目 

パラメータ 

説明 

Frequency 

— 

搭載しているプ□セ、ソサのク□ック速度を 
表示します（表示のみ)。 

FSB Speed 


搭載しているプ□セ、ソサのフ□ントサイド 
バス ( FSB ) のク□ック速度を表示します 
(表示のみ)。 

CPU 1 /CPU 2 

CPUID 


数値の場合はプ□セ、ソサの ID を示します（表 
示のみ)。 「 N / A 」 はプ□セ、ソサが取り付け6 
れていないか、故障していることを示しま 
す。 

Cache L 1 


プ□セ、ソサの一次キャッシュサイズを表示 
します（表示のみ)。 「 N / A 」 はプ□セ、ソサが 
取り付け6れていないか、故障しているこ 
とを示します。 

Cache L 2 


プ□セ、ソサの二次キャッシュサイズを表示 
します（表示のみ)。 「 N / A 」 はプ□セ、ソサが 
取りがけ6れていないか、故障しているこ 
とを示しまず。 

Max UPUID Value Limit 

[ Disabled ] 

Enabled 

CPU D の拡張機能を持たないプ□セ、ソサを 
搭載する場合にのみ 「 Enabled 」 を選択しま 
す。 

Execute Disable Bit 

[ Disabled ] 

Enabled 

[ Disabled ] 設定時 、 XD freature flag を0に設 
定します。本メニューはプ□セ、ソサが 

Nocoua EOstep / Irwindale 実装時(こ表示され 
ます。 

Hyper-Threading 

Technology 

Disabled 

[ Enabled ] 

CPU D の拡張機能を持たないプ□セ、ソサを 
搭載する場合にのみ 「 Enabled 」 を選択しま 
す。 

Intel ( R ) Speed Step tm 

Tech . 

Auto 

[ Enabled ] 

オペレーティングシステムによるプ□セッ 
サの駆動電圧の抑止機能を有効にするか、 
無効にするかを選択します。 「 Disabled 」 で 
常に最高周波数で駆動するための電力を供 
給します。 


[]： 出荷時の設定 
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Advanced Chipset Control 

Advanced メニューで fAdvanced Chipset Control」 を選択すると、 JU 下の画面が表示され 
ます。 



項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Wake On LAN 

[ Disabled ] 

Enabled 

標準装備のネットワークおよび PCI バスス 
□、ソト#3〜#日(こ接続された PCI デバイス 
(PCI Power Management Enabled するイン 
ベント）によるリモートパワーオン機能の有 
効/無効を設定します。 

Wake On PME 

[ Disabled ] 

Enabled 

PCI バスス□、ソト#1と#2(こ接続された PCI デ 
バイス (PCI Power Management Enabled す 
るインベント ）( こよるリモートパワーオン機 
能の有効/無効を設定します。 

Wake On Ring 

[ Disabled ] 

Enabled 

シリアルポート（モデム）を介したリモー 
トパワーオン機能の有効/無効を設定しま 
す。 

Wake On RTC 

[ Disabled ] 

Enabled 

リアルタイムク□ックのアラーム機能を 
使ったリモートパワーオン機能の有効/無効 
を設定します。 


[]： 出荷時の設定 
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IDE Configuration 

Advanced メニユーで 「IDE Configuration」 を選択すると、下の画面が表示されます。 


BIOS SETUP UTILITY 


Advanced 



v02.56 (OCopyright 1985-2004, American Megatrends, Ii 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Onboard P-ATA Channels 

Disabled 

[ Primary ] 

Secondary 

Both 

マザーボード上のパラレル ATA チャネル 
(プライマリ （ CD - ROM ドライブ）とセカン 
ダリ（未使用）の2チャネル）に対して利用 
の有無を設定します。 

Onboard S-ATA Channels 

Disabled 

[ Enabled ] 

マザーボード上のシリアル ATA チャネル 
(八ードディスクドライブ用の2チャネル） 
に対して利用の有無を設定します。 

Configure S-ATA as RAID 

[ Disabled ] 

Enabled 

シリアル ATA に接続された八ードディスク 
ドライブを RAID ドライブとして使用するか 
どうかを設定します。本機能は本体型番 

N 8100 -973/974 では使用できません。 

S-ATA Ports Definition 

[ A 1- Master / A 2- Slave ] 

A 1- Slave / A 2 -Master 

マザーボード上の2つのシリアル ATA ポート 
(八ードディスクドライブ用）の割り当てを 
設定します。 「 A 1」 がポート1(マザーボー 
ド上の左側のコネクタ）、 \^ 2 ] がポート2を 
表します。 

Mixed P - ATA / S - ATA サブメニュー 

パラレル ATA とシリアル ATA が混在したシ 
ステムにおいて、チャネルの優先順位を設 
定するサブメニューです。 


First AT A Channels 

[ P-ATA M - S ] 

S-ATA M-S 

第1優先順位をパラレル ATA に割り当てるか 
シリアル ATA (こ割り当てるかを選択します。 


Second ATA 

Channels 

[ P-ATA M - S ] 

S-ATA M-S 

第2優先順位をパラレル ATA (こ割り当てるか 
シリアル ATA に割り当てるかを選択します。 

Primary IDE Master 

Primary IDE Slave 

サブメニュー 


Primary DE チャネル(こ接続されているデバ 
イスを表示します。 

Secondary IDE Master 
Secondary IDE Slave 

サブメニュー 


SATA チャネル(こ接続されているデバイスを 
表示します 。 Configure S-ATA as RAID を 
Enabled (こ設定しているときは表示されませ 
ん。 
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項目 

パラメータ 

説明 

Third IDE Master 

— 

未使用 

Third IDE Slave 

サブメニュー 



Fourth IDE Master 

— 

未使用 

Fourth IDE Slave 

サブメニュー 



Hard Disk Write Protect 

[ Disabled ] 

八ードディスクドライブへの書き} A みを禁 


Enabled 

止するかどうかを設定します。 

IDE Detect Time Out ( Sec ) 

0 

旧式の DE デバイスになるとスピンアップに 


5 

時間を要するものがあります。目の S が橫化 


10 

するためじ必要な待ち時間をここで設定す 


15 

20 

25 

30 

にら] 

ることができます。 

ATA (円）80円 n Cable 

[Host & Device ] 

80ピンのリボンケーブルを利用して BIOS が 

Detection 

Host 

ホストコント□ーラと接続されている機器 


Device 

のお出をできるようじするかどうかを設定 
します。 


[]： 化荷時の設定 
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Floppy Connguration 

Advanced メニューで 「Floppy Configuration」 を選択すると、下の画面が表示されます。 



項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Floppy A 

Disabled 

720 KB 31/2 
[1.44 MB 31/2] 
2.88 MB 31/2 

フ□、ソピーディスクドライブ A (標準装備） 

の設定をします。 

Onboard Floppy Controller 

Disabled 

[ Enabled ] 

マザーボード上のフ □、ソ ピーディスクドラ 
イブコント□ーラの有効/無効を設定しま 
す。 


[]： 化荷時の設定 
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Super I/O Configuration 

Advanced メニューで！" Super I/O Configuration」 を選択すると、 JU 下の画面が表示されます。 



項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Serial Port A Address 

Disabled 

[3 F 8/ IRQ 4] 

2 F 8/ IRQ 3 

3 E 8/ IRQ 4 

2 E 8/ IRQ 3 

シリアルポート A の I / O アドレスと割り} A み 
について設定します。 

Serial Port B Address 

Disabled 

3 F 8/ IRQ 4 
に F 8/ IRQ 3] 

3 E 8/ IRQ 4 

2 E 8/ IRQ 3 

シリアルポート目の I / O アドレスと割リジ^み 
じついて設定します。 


[]： 出荷時の設定 
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USB Configuration 

Advanced メニューで 「USB Configuration」 を選択すると、 iU 下の画面が表示されます。 



項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

USB Devices Enabled : 


目 lOS が橫化した USB 機器を表示します（表 
示のみ）。 

USB Function 

Disabled 

[ Enabled ] 

「 Disabled 」 にすると US 目デバイスクラス3 
を受けがけなくなります。 

Legacy USB Support 

Disabled 

Keyboard only 
[ Auto ] 

Keyboard and 

Mouse 

US 目を正式にサポートしていない OS でも 

US 目キーボードやマウスが使用できるよう 
にするかどうかを設定します。 

「 Disabled 」 に設定した場合は、 POST 、 
SETUP で USB キーボードは使用できます 
が、 OS 起動後は OS によっては使用できま 
せん。 

Port 64/60 Emulation 

[ Disabled ] 

Enabled 

I / O ポート 60 h /64 h エミュレーシヨンを有効 
にして、 US 目を正式にサポートしていない 

OS でも US 目キーボードを使用できるように 
するかどうかを設定します。 

USB 2.0 Controller 

[ Enabled ] 

Disabled 

USB 2.0 規格のインタフエースの有効/無効 
を設定します。 

USB 2.0 Controller Mode 

FullSpeed 

[ HiSpeed ] 

USB 2.0 規格での転送モードを指定します。 

USB Mass Storage Device Configration サブメ 

—ュー 

サブメニューを表示します。 


USB Mass Storage 
Reset Delay 

10 Sec 
に 0 Sec ] 

30 Sec 

40 Sec 

Start unit コマンドの発行か 6 US 目機器の応 
答までの待ち時間を設定します。 


Device #1 


目 I 0 S が橫化した USB 機器を表示します（表 
示のみ）。 
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項目 

パラメータ 

説明 


Emulation Type 

[ Auto ] 

Floppy 

Forced FDD 

Hard Disk 

CDROM 

接続されている大容量 USB 記憶機器の動作 
エミュレーシヨンを選択します。 


[]： 出荷時の設定 


PCI Configuration 

Advanced メニューで 「PCI Configuration」 を選択すると、 W 下の画面が表示されます。 



項目じついては次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Onboard Video 

Disabled 

[ Enabled ] 

マザーボード上のビデオコント□ーラの有 
効/無効を設定します。 

Dual Monitor Video 

[ Disabled ] 

Enabled 

オプションのグラフィ、ソクスアクセラレー 
夕を取り付けている場合、マザーボード上 
のビデオコント□-ラとグラフィ、ソクスア 
クセラレータの使用優先度を選択します。 
「 Enabled 」 でマザーボード上のビデオコン 
卜□ーラを選択します。 

Onboard NIC 110/100/ 
1000 

Disabled 

[ Enabled ] 

マザーボード上のネットワークインタ 
フェースコント□-ラ ( NIC ) の有効/無効 
を設定します。 

Onboard NIC 110/100/ 
1000 ROM 

Disabled 

[ Enabled ] 

マザーボード上の N にの目 I 0 S の展開の有効/ 
無効を設定します。 

Slot 1 Option ROM 〜 

Slot 己 Option ROM 

Disabled 

[ Enabled ] 

マザーボードの PCI ス□ット （ n はスロット 
番号）に搭載されている PCI ボード上の 
目 I 0 S の展開の有効/無効を設定します。 


[]： 出荷時の設定 
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Memory Comigura 甘 on 

Advanced メニューで 「MemoryConfiguration」 を選択ずると、下の画面が表示されます。 



項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

DIMM 1 A 

Normal 

メモリの現在の状態を表示します（表示の 

DIMM 旧 

Not installed 

み)。 

DIMM 2 A 

Disabled 

「 Normal 」 はメモリが正常であることを示し 

DIMM 2目 

Spare 

ます。 「 Disabled 」 は故障していることを、 
「Not Installed 」 はメモリが取りがけ6れて 
いないことを示します。 「 Spare 」 はスペア 
メモリとして使用していることを示します。 

Extended Memory Test 

1 MB 

[1 KB ] 

Every location 

Disabled 

riM 目」は 1 M 単位にメモリテストを行いま 
す。 riK 目」は 1 K 単位にメモリテストを巧い 
ます 。 「Every Location 」 はすべてにメモリ 
テストを巧います。メモリテスト中は 
< Space > キーのみ有効となり < F 2>、< F 4>、 
< F 12>、< Esc > キーは無視されます。 

Memory Retest 

[ Disabled ] 

Enabled 

メモリの エラー 情報をクリアし、次回起動 
時にすべての DIMM (こ対してテストを巧いま 
す。このオプションは次回起動後(こ自動的 
に「 N 0」に切り替わります。 

Memory Remap Feature 

Disabled 

[ Enabled ] 

総メモリ上に PCI デバイスが使用するメモリ 
をマッピングし直すかどうかを設定します。 

Memory Sparing 

[ Disabled ] 

Spare 

スペアの DIMM (こ指定することじより、 

DIMM の故障時にスペアの DIMM (こ切り替え 
る機能を使用するかどうかを設定します。 


[]： 化荷時の設定 



















188 BIOS のセットアップ 


Boot 

「巨〇饥」じカーソルを合わせると次のメニューを表示します。メニューには 5 つのサブメニュー 
項目が表示されます。それぞれの項目を選択し、 <Ente「> 羊一を押すとサブメニューへ移りま 
す。 



Boot Settings Configuration 

巨00 1 メニューで 「Boot Settings Configuration」 を選択すると、 W 下の画面が表示されます。 
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項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Quick Boot 

Disabled 

POST で実行されるいくつかのテストを省略 


[ Enabled ] 

し、システムの起動時間を短縮させること 
ができます。ただし、動作が不安定(こなっ 
たときや強制的(こ再起動した場合、および 
八ードウェアの構成を変更した後は無効に 
してすベてのテストをすることをお勧めし 
ます。 

Quiet Boot 

Disabled 

POST の彭断内容を画面に表示させるかどう 


[ Enabled ] 

かを設定します。 「 Enabled 」 では POST 中 
(こ 「 NEC 」 □ゴを表示します。 

Bootup Num-Lock 

[ Off ] 

電源 ON 後にテンキーを有効(こするかどうか 


On 

を設定します。 

PS /2 Mouse Support 

Disabled 

Enabled 

[ Auto ] 

PS /2 マウスの有効/無効を設定します。 

Post Error Pause 

Disabled 

POST 中にエラーをお化した場合、 POST の 


[ Enabled ] 

終了後(こ起動を停止させるか、そのまま才 
ペレーティングシステムを起動させるかど 
うかを設定します。 

Hit ' F 2' Message Display 

Disabled 

BIOS SETUP ユーティリティの起動を促す 


[ Enabled ] 

メッセージの表示/非表示を設定します。 

Scan User Flash Area 

[ Disabled ] 

目10 S によるフラッシュ ROM 内のユーザー 


Enabled 

エリアのスキャンの有効/無効を設定しま 
す。 


[]： 出荷時の設定 


Boot Device Priority 

巨0 ot メニューで 「Boot Device Priority」 を選択すると、 W 下の画面が表示されます。 
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システムに接続されているデバイスの中での起動順位を指をします。 
出)荷時の設をでは次の順唐になっています。 

1 . CD-ROM drive 

2. Floppy diskdrive 

3. Hard diskdrive 

4. Network interface controller 

5. EFI 


EXPRESSBUILDER を起動ずる場合は上記の設定にしてくださし、。 


システムは起動時にこのメニューで設をしたデバイスをサーチし、起動ソフトウエアを見つけ 
るとそのソフトウエアで起動します。 
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Security 

力ーソルをに ecurity」 の位置に移動させると、 Security メニューが表示されます。 



Set Admin Password もしくは Set User Password のどちらかで <Ente「> 羊一を押すとパス 
ヮードの登録/変更画面が表示されます。 

ここでパスワードの設をを行います。 


参 「User Password 」 は 、 fAdministrator Password ] を設定してい 
ないと設定でさません。 

• 0 S のインス I ル前にパスワードを設定しないでください。 


を項目については次ページの表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Administrator Password is 

Installed 

Not Installed 

アドミニストレータパスワードが設定され 
ているかどうかを示します（表示のみ）。 

User Password is 

Installed 

Not Installed 

ユーザーパスワードが設定されているかど 
うかを示します（表示のみ)。 

Set Admin Password 

8 文字までの英数字 

< Enter > キーを押すとアドミニストレータの 
パスワード入力画面(こなります。このパス 
つー ドでは SETUP メニューのアクセスに制 
限があります。この設定は、 SETUP を起動 
したときのパスワードの入力で 
「 Administrator 」 で□グインしたときのみ設 
定できます。 

Set User Password 

8 文字までの英数字 

< Enter > キーを押すとユーザーのパスワード 
入力画面になります。このパスワードです 
ベての SETUP メニュー(こアクセスできます。 
この設定は、 SETUP を起動したときのパス 
ワードの人力で 「 Administrator 」 で□グイ 
ンしたときのみ設定できます。 
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項目 

パラメータ 

説明 

User Access Level 

No Access 

View Only 

Limited 
[Full Access ] 

「No Access 」 

アドミニストレータ権限のないユーザー(こ 
よる SETUP ユーティリティへのアクセスを 
拒否します。 

「View Only 」 

アドミニストレータ権限のないユーザー(こ 
SETUP ユーティリティの設定内容の表示の 
み許可します。設定の変更はできません。 
「 Limited 」 

アドミニストレータ権限のないユーザー(こ 
一部の設定の変更（時間など）を許可しま 
す。 

Clear User Password 

< Enter > キー 

< Enter > キーを押すと登録していたユーザー 
パスワードを消去します。 

Fixed disk boot sector 

[ Disabled ] 

八ードディスクドライブのブートセクタへ 

protect 

Enabled 

の書き) A みを禁止します。 

Password on boot 

[ Disabled ] 

Enabled 

システムの起動時にこのメニューで登録し 
たパスワードの入力を要求するかどうかを 
設定します。 

Secure Mode Timer 

[1 Minute ] 

2 Minutes 
己 Minutes 

10 Minutes 

20 Minutes 

60 Minutes 

120 Minutes 

キーボードやマウスか6の入力が途絶えて 
か6セキュアモード(こ入るまでの時間を設 
定します。 

Security Hot Key 

[ L ] 

Z 

Secure Mode を起動させるキーを設定しま 
す。 < Ctrl > キーと < AI わキーを押しなが6設 
定したキーを押すと Secure Mode が起動し 
ます。 

Secure Mode Boot 

[ Disabled ] 

Enabled 

システムの起動時にセキュアモードで起動 
させるかどうかを設定します。 

Front Panel Switch Inhibit 

[ Disabled ] 

Enabled 

POWER スイ、ソチの機能を有効(こするか無効 
(こするかを設定します。 

NMI Control 

Disabled 

[ Enabled ] 

DUMP スイ、ソチの機能を有効(こするか無効 
にするかを設定します。 


[]： 出荷時の設定 
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Server 

カーソルを 「 Server 」 の位置に移動させると、 Server メニューが表示されます。 



Server メニューで設定できる項目とその機能を示します。 l"System Management 」 と 「Serial 
Console Features」 、 「Event Log Configuration 」 は選択後、く Enter 〉 羊一を押してサブメ 
ニューを表示させてから設ちします。 

項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

System Management 


System Management サブメニューを表示し 
ます （19 己ページ参照)。 

Serial Console Features 


Serial Console Features サブメニューを表 
示します （196 ページ参照)。 

Event Log Configuration 

— 

Event Log Configuration サブメニューを表 
示します （197 ページ参照)。 

Assert NMI on PERR 

Disabled 

[ Enabled ] 

PCI PERR のサポートを設定します。 

Assert NMI on SERR 

Disabled 

[ Enabled ] 

PCI SERR のサポートを設定します。 

Resume on AC Power 

Loss 

[Stays Off ] 

Power On 

AC - リンク機能を設定します。 AC 電源が再 
度供給されたときのシステムの電源の状態 
を設定します（この後の表を参照）。無停電 
電源装置 ( UPS ) を利用し自動運転を行う場合 
は 「 AC - UNK 」 の設定を 「Power On 」 （こし 
てください。 

FRB -2 Policy 

[Retry on Next Boot ] 
Disable FRB 2 Timer 

FR 目レベル2のタイマ(こ関する設定をしま 
す。 

Late POST Timeout 

[ Disabled ] 

5 minutes 

10 minutes 

15 minutes 

20 minutes 

オプションボードのサーチ時間を設定しま 
す。タイムアウト(こなるとシステムは再起 
動します。 
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項目 

パラメータ 

説明 

Hard Disk OS Boot 

Timeout 

[ Disabled ] 

己 minutes 

10 minutes 

15 minutes 

20 minutes 

25 minutes 

30 minutes 

35 minutes 

40 minutes 

45 minutes 

50 minutes 
己己 minutes 

60 minutes 

八ードディスクドライブか 6 オペレーティ 
ングシステムが起動するまでのタイムアウ 
卜を指定します。 

PXE OS Boot Timeout 

[ Disabled ] 

己 minutes 

10 minutes 

15 minutes 

20 minutes 

25 minutes 

30 minutes 

35 minutes 

40 minutes 

45 minutes 

50 minutes 
己己 minutes 

60 minutes 

ネットワークドライブか6オペレーティン 
グシステムが起動するまでのタイムアウト 
を指定します。 

OS Watchdog Timer Policy 

Reset 

[Retry 3 Times ] 

ネットワークドライブか6のオペレーティ 
ングシステム起動に失敗したときの動作を 
指定します。 

「Retry 3 Times 」 は3回起動を試みます。す 
ベて失敗した場合は再起動します。 

「 Rest 」 は失敗するたびじ再起動します。 

Platform Event Filtering 

Disabled 

[ Enabled ] 

システム内のセンサじよるイベントをトリ 
ガとして使用するかどうかを設定します。 

Temperature Sensor 

[ Disabled ] 

Enabled 

システム内の温度センサの有効/無効を設定 
します。 

Post Error Pause 

Disabled 

[ Enabled ] 

POST の実行中にエラーが発生した際に、 
POST の終わりで POST をいったん停止する 
かどうかを設定します。但しキーボードが 
接締されていない場合には本設定は無効に 
なり、エラーが発生しても POST の終わりで 
いったん停止はしません。 


[]： 出荷時の設定 
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「Resume on AC Power Loss 」 の設定と本装置の AC 電源が OFF になってから再度電源が供給さ 
れたときの動作を次の表に示します。 


AC 電源 OFF の前の状態 

設定 

Stays Off 

Power On 

動作中 

Off 

On 

停止中の C 電源も Off のとき） 

Off 

On 

強制電源 OFP 

Off 

On 


* POWER スイ、ソチを4秒] U 上押し続ける操作です。強制的(こ電源を OFR こします。 


fO 無停電電源装置 ( UPS ) を利用し自動運輯を行う場合は 「 AC 丄 INK 」 の設定を 
BM 「Power On 」 にしてください。 


System Management 

Server メニューで l"System Management 」 を選択し、く Enter 〉 羊一を押すと、下の画面が 
表示されます。 



項目については次の表を参照してください（このメニューの内容はすべて表示のみで変更はで 
きません）。 


項目 

パラメータ 

説明 

Server Board Part Number 

— 

マザーボードの部品番号を表示します。 

Server Board Serial 

Number 

— 

マザーボードのシリアル番号を表示します。 

N に 1 Mac Address 

— 

マザーボード上のネットワークコント□一 
ラの MAC アドレスを表示します。 

System Part Number 

— 

本体のコードを表示します。 

System Serial Number 

— 

本体のシリアル番号を表示します。 

Chassis Part Number 

— 

シャーシの部品番号を表示します。 

Chassis Serial Number 

— 

シャーシのシリアル番号を表示します。 

BIOS Version 

— 

目 10 S のバージョンを表示します。 

BMC Device ID 

— 

目 MC のデバイス D を表示します（表示の 
み)。 
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項目 

パラメータ 

説明 

BMC Firmware Revision 

— 

目 MC のファームウェアバージョンを表示し 
ます（表示のみ)。 

BMC Device Revision 


目 MC のデバイスレビジョンを表示します 
(表示のみ)。 

PIA Revision 

— 

プラットフォームインフォメーションエリ 
アのバージョンを表示します（表示のみ)。 

SDR Revision 

— 

センサデータレコードのレビジョンを表示 
します（表示のみ)。 


Serial Console Features 

Server メニューで ["SerialConsole Features 」 を選択し、く Enter 〉 羊一を押すと、下の画面 
が表示されます。 



項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

BIOS Redirection Port 

[ Disabled ] 

Serial A 

Serial B 

このメニューで設定したシリアルポートか 

6八イパーターミナルを使った管理端末か 

6のダイレクト接続を有効にするか無効に 
するかを設定します。 

Baud Rate 

9600 

[19.2 K ] 

38.4 K 
己 7.6 K 

115.2 K 

接続する八ードウエアコンソールとのイン 
タフエースに使用するボーレートを設定し 
ます。 

Flow Control 

No Flow Control 
に TS / RTS ] 

Xon/Xoff 

CTS / RTS+CD 

フ□一制御の方まを設定します。 

Terminal Type 

PC ANSI 
[ VT 100+] 

VT - UTF 8 

八ードウエアコンソールタイプを選択しま 
す。 

ACPI Redirection Port 

[ Disabled ] 

Serial A 

Serial B 

OS 動作中に使用するコンソール端末が接続 
されているシリアルポートを設定します。 


[]： 出荷時の設定 
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Event Log Corm 呂 uration 

Server メニユーで [Event Log Configuration 」 を選択し、く Ente 「> 羊一を押すと、下の画 
面が表示されます。 


BIOS SETUP UTILITY 


Event Log configuration 


Clear ALL 

Event Logs 

[Disabled ： 

BIOS Event 

；Logging 

CEnabLed] 

CriticaL Event Logging 

[Enabled] 

ECC Error 

Logging 

CEnabLedH 

PCI Error 

Logging 

CEnabLedU 

FSB Error 

Logging 

[Enabled] 

HubLink Error Logging 

CEnabLedH 


Setting this to 
Enabled wiLL clear the 
System Event Log 
during the next boot - 



Select 

Screen 

t i 

Select 

Item 

+- 

Change 

Option 

FI 

General 

Help 

F10 

Save and Exit 

ESC 

Exit 



v02.56 (OCopyright 1985-2004, Ame 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Clear All Event Logs 

[ Disabled ] 

Enabled 

「 Enabled 」 を選択すると次回再起動時(こす 
ベてのイベント□グを消去します。消去後、 
「 Disabled 」 （こ戻ります。 

BIOS Event Logging 

Disabled 

[ Enabled ] 

目 IOS (こ関するイベント□グの探取(こついて 
設定します。 

Critical Event Logging 

Disabled 

[ Enabled ] 

PERR エラーや SERR エラーなどシステムに 
とって深刻なエラーに関するイベント□グ 
の採取(こついて設定します。 

ECC Error Logging 

Disabled 

[ Enabled ] 

ECC エラー(こ関するイベント□グの採取(こ 
ついて設定します。 

PCI Error Logging 

Disabled 

[ Enabled ] 

PCI デバイスに関するイベント□グの採取(こ 
ついて設定します。 

FSB Error Logging 

Disabled 

[ Enabled ] 

プ□セ、ソサのフ□ントサイドバス(こ関する 
イベント□グの探取について設定します。 

Hublink Error Logging 

Disabled 

[ Enabled ] 

八ブとのリンク(こ関するイベント□グの探 
取(こついて設定します。 


[]： 出荷時の設定 
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Exit 

カーソルを 「 Exit 」 の位置じ移動させると、 Exit メニューが表示されます。 



このメニューのをオプションについてこ説明します。 


Save Changes and Exit 


新た I こ選択した内容を CMOS メモリ（不揮発性メモリ）内に保存して SETUP を終わらせる時 
に、この項目を選択します 。 Exit Saving Changes を選択すると、確認画面が表示されます。 
ここで、 「 Yes 」 を選ぶと新たに選択した内容を CMOS メモリ（不揮発性メモリ）内に保存し 
て SETUP を終了し、自動的にシステムを再起動します。 


Discard Changes and Exit 


新たに選択した内容を CMOS メモリ（不揮発性メモリ）内に保存しないで SETUP を終わらせ 
たい時に、この項目を選択します。 

ここで、 「 Yes 」 を選択すると、変更した内容を CMOS メモリ内に保存しないで SETUP を終了 
し、自動的にシステムを再起動します。 

Discard Changes 

CMOS メモリに値を保存する前に今回の変更を W 前の値に戻したい場合は、この項目を選択し 
ます。口 scard Changes を選択すると確認画面が表示されます。 

ここで、 「 Yes 」 を選ぶと新たに選択した内容が破棄されて、じ(前の内容に戻ります。 
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Load Setup Deraults 

SETUP のすベての値をデフォルト値に戻したい時に、この項目を選択します 。 Load Setup 
Defaults を選択すると、確認画面が表示されます。 

ここで、 「 Yes 」 を選択すると、 SETUP のすベての値をデフォルト値に戻して Exit メニューに 
戻ります。 「 No 」 を選択すると Exit メニュ ー I こ戻ります。 


• モデルによっては、出荷時の設定とデフォルト値び異なる場合びありま 
す。この項で説明している設定一覧を参照して使用する環境に合わせた 
設定に直ず必要びありまず。 

• このオプションを実行ずると、 「 Advanced 」 メニューの 「IDE 
Configuration 」 の中の 「 Confi 呂 ure S-ATA as RAID 」 び 
「 Disabled 」 に設定されます。 SATA 内蔵八ードディスクドライブを 
ディスクアレイで使用している場合は、 SETUP を終了ずる前に 
「 Enabled 」 に変更し、設定内容を保存してください。設定を変更せず 
に再起動すると八ードディスクドライブのデータを壊すおそれびありま 
ず。 


Load Custom Defaults 


保存しているカスタムデフオルト値を□ー ドします。 


Save Custom Defaults 

設をした内容をカスタムデフォルト値として保存します。 
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オプシヨン PCI ポードの己 IOS 


オプションとして SCSI 機器と接続するための SCSI コント□ーラや内蔵/外付けの八ードディ 
スクドライブをディスクアレイとして制御できる RAID コント□-ラ （ SCSI / SATA )、 ネット 
ワークインタフェースカード ( NIC ) をサポートしています。 

これらのオプションボード上にもボードボード用の巨 I 0 S ユーティリティが搭載されている場 
合があります。巨 I 0 S ユーティリティの操作方まやを意事項については、ボードに添付の説明 
書を参照してください。 


wO SCSI コント□—ラや RAID コント□—ラで、 0 S びインス!ルされた八ード 
ディスクを接続しない場合は、そのボードの ROM 展開 （ BIOS ユーティリティ 
の起動など）を無効に設定してください。またネットワークブートを行わない 
N にの ROM 展開も無効にしておくことで、メモリの消費を防ざ、ブート時間 
を短縮させることびでさます。 
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y セットとク y ア 


本装置が動作しなくなったときや BIOS で設をした内容を化荷時の設定に戻すときに参照して 
ください。 


■ J セツ 


2とおりの方法があります。 


• ソフトリセット 

0 S が起動する前に動作しなくなったときは、く Ct 「 l > キーと < AI ゎ羊一を押しながら、 
く Delete > キーを押してください。リセ、ソトを実行します。 


irO リセットは、本装置の DIMM 内のメモリや処理中のデータをずべてクリアして 
■to しまいまず。八ングアップしたとき m がでリセットを行うときは、本装置びな 
にも処理していないことを確認してください。 


• ノ、ードリセット 


本装置前面にある RESET スイ、ソチを押 
してください。本装置がリセ、ソトされ 
ます。 



強制電源 OFF 


0 S から本装置をシャットダウンできなく 
なったときや、 POWER スイ、ソチを押しても 
電源を OFF にできなくなったとき、リセット 
が機能しないときなどに使用します。 

本装置の POWER スイ、ソチを4秒ほど押し続 
けてください。電源が強制的に OFF になりま 
す。（電源を再び ON にするときは、電源 OFF 
から約10秒ほど待ってから電源を ON にし 
てください。） 



W "0 リモートパワーオン機能を使用している場合は、一度、電源を ON にし直して、 
OS を起動させ、正常な方法で電源を OFF にしてください。 
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CMOS メモリ•パスワードのクリア 


本装置が持つセットアップユーティリティ 「 SETUP 」 では、本装置内部のデータを第三者か 
ら保護するために独自のパスワードを設をすることができます。 

万一、パスワードを忘れてしまったときなどは、ここで説明する方までパスワードをクリアす 
ることができます。 

また、 CMOS メモリに保存されている内容をクリアする場合も同様の手順で行います。 


• CMOS メモリの内容をクリアずると SETUP の設定内容びずべて出荷時 
の設定に戻ります。 

• CMOS をクリアした後は、 SETUP を起動し、必ず [Load Setup 
Defaults 」 でデフオルト値を□—ドした後 、 「Memory Retest 」 と 
TProcessor Retest 」 を実行してください。操作については 「BIOS 
のセットアップ」を参照してください。 


パスワード / CMOS メモリのクリアはマザーボード上のコンフィグレーションジャンパスイツ 
チを操作して行います。ジャンパスイ、ソチは下國の位置にあります。 


その他のジャンパの設定は変更しないでください。本装置の故障や誤動作の原 
因となります。 


rwi ストラップ 



左側2ピンで保護-ち側2ピンでクリア 
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それぞれの内容をクリアする方法を次に示します。 



警告 


®(S) 

A\A\ 

c 


装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。人び死こす 
る、または重傷を負うおそれびありまず。詳しくは、 iii ページ ly 降の説明をご覧くだ 
さい。 

• 自分で分解-修理-改造はしない 

• リチウムバッテリを取りがさない 

• プラグを差し込んだまま取り扱わない 



A 注意 



AG 


装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。义傷やけび 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ ly 降の説 
明をご覧ください。 

2人似下で持ち上ばない 
中途半端に取り付けない 
カバーをがしたまま取り付けない 
指を挟まない 

ちぉう章 

ラックび不ま定なが態でデバイスをラックか5引き出さない（ラックマウント 
モデルの場合） 

複数台のデバイスをラックか5引き出した状態にしない（ラックマウントモデ 
ルの場台） 


1 . 129ページを参照して準備をする。 

2. サイドカバーを取り外す （1 3日ページ参照)。 

3. クリアしたい機能のジャンノ くスイッチの位置を確認する。 

4. ジャンノ くスイッチの設定を変更する。 

前ページの図を参照してください。 

W -0 クリップをなくさないようま意してください。 


5. 取り外した部品を元に組み立てる。 

6. 電源コードを接続して本体の電源を日 N にする。 

POST 中に次のエラーメッセージが表示されます。 

く CMOS メモリのジャンパ設ををクリア側に変えた場合> 

5120 CMOS CLeared By Jumper 

くパスワードのジャンパ設定をクリア側に変えた場合> 

5121 Password CLeared By Jumper 
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7. P 日 ST の完了後、電源を日 FF にしてヴイドカバーを取り外し、設定を変更したジャ 
ンパを元に戻す。 

8. 取り外した部品を元に組み立てる。 

9. 電源コードを接続して本体の電源を日 N にする。 

10. く CMOS メモリをクリアした場合> 

く F 2> キーを押して BIOS SETUP ユーティリティを起動し、 Exit メニューから 
「Load Setup Defaults 」 を実行する。 


く) くスワードをクリアした場合> 

再度パスワードを登録する場合は、く F 2> キーを押して BIOS SETUP ユーティリ 
ティを起動して 「 Security 」 メニューで設定する。 
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割り込みラインと I / O ポートアドレス 

割り込みラインや I / O ポートアドレスは、出)荷時に次のように割り当てられています。オプシヨ 
ンを増設するときなどに参考にしてください。 

• 割り込みライン 

化荷時では、次のようじ割り当てられています。 


IRQ 

周辺機器（コント□ーラ） 

IRQ 

周辺機器（コント□ーラ） 

0 

システムタイマ 

9 

- 

1 

キーボード 

10 

- 

2 

- 

11 

PCI 

3 

COM 2 シリアルポート 

12 

マウス 

4 

C 0 M 1 シリアルポート 

13 

数値演算プ□セ、ソサ 

己 

- 

14 

プライマリ DE 

6 

フ□、ソピーディスク 

15 

- 

7 

— 

16 

USB 

8 

リアルタイムク□ック 

- 

- 


• I/O ポートアドレス 

本装置では、 I / O ポートアドレスを次のように割り当てています。 


アドレス^^1 

使用チップ^^2 

0000 - 00 OF 

DMA コント□-ラ1 

0010 -001 F 

DMA コント□—ラ2 

0020 -0021 

割り 3 A みコント□ーラ1 

0024 - 0025 

割リジ^みコント□ーラ1 

0028 - 0029 

害！!り} A みコント□—ラ1 

002 C - 002 D 

割リジ^みコント□ーラ1 

002 E - 002 F 

スーパー I/O インデックス-データポート 

0030 -0031 

割り} A みコント□-ラ1 

0034 - 003己 

割リジ^みコント□-ラ1 

0038 - 0039 

割リジ^みコント□ーラ1 

003 C - 003 D 

害！ J りんなコント□-ラ1 

0040 - 0043 

プ□グラマブルタイマ 

0050 - 0053 

プ□グラマブルタイマ 

0060, 0064 

キーボードコント□ーラ 

0061 

NMI ステータス/コント□ールレジスタ 

0063 

NMI ステータス/コント□-ルレジスタ 

006己 

NMI ステータス/コント□-ルレジスタ 

0067 

NMI ステータス/コント□ールレジスタ 

0070 

NMI マスク（ビット 7) /リアルタイムク□ック ( RTC ) 

0071 

リアルタイムク□ック （ RTC ) データ 
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アドレス 

使用チップ 

0072 

NMI マスク（ビット 7) /リアルタイムク□ック （ RTC ) 

0073 

リアルタイムク□ック （ RTC ) データ 

0074 

NMI マスク（ビット 7) /リアルタイムク□ック （ RTC ) 

0075 

リアルタイムク□ック （ RTC ) データ 

0076 

NMI マスク（ビットの/リアルタイムク□ック （ RTC ) 

0077 

リアルタイムク□ック （ RTC ) データ 

0080 - 0081 

目 IOS タイマ 

0080 - 008 F 

DMA 下位ページレジスタ 

0090 - 0091 

DMA 下位ページレジスタ（エイリアス） 

0092 

システムコント□ールポート A 

0093 - 009 F 

DMA 下位ページレジスタ（エイリアス） 

0094 

ビデオディスプレイコント□—ラ 

00 A 0 -00 A 1 

割り込みコント□ーラ2 

00 A 4 - 00 A 5 

割り込みコント□-ラ2エイリアス） 

00 A 8 - 00 A 9 

割り込みコント□-ラ2エイリアス） 

00 AC -00 AD 

割り} A みコント□ーラ2エイリアス） 

00 B 0 -00 B 1 

割り込みコント□-ラ2エイリアス） 

00 B 4 - 0 0 B 己 

割り込みコント□-ラ2エイリアス） 

00目8 - 00目9 

割り込みコント□ーラ2エイリアス） 

00 BC -00 BD 

割り込みコント□-ラ2エイリアス） 

00 C 0 - 00 DF 

DMA コント□-ラ2 

00 F 0 

NPX エラークリア 

00 F 8 - 00 FF 

X 87 数値〕プ□セ、ソサ 

0102 

ビデオディスプレイコント□ーラ 

0170 - 0177 

セカンダリ八ードディスクドライブコント□-ラ ( IDE ) 

01 F 0- 01 F 7 

プライマリ八ードディスクドライブコント□-ラ ( IDE ) 

0200 - 0207 

ゲーム I/O ポート 

0220- 022 F 

シリアルポート A 

0238 - 023 F 

シリアルポート目 

0278 - 027 F 

パラレルポート3 

0290 - 0298 

NS 八ードウエアモニタ 

02 E 8 - 028 F 

シリアルポート目 

02 F 8 - 02 FF 

シリアルポート目 

0338 - 033 F 

シリアルポート目 

0370 - 0375 

セカンダリフ□、ソピー 

0376 

セカンダリ DE 

0377 

セカンダリ IDE / フ□、ソピー 

0378 - 037 F 

パラレルポート 2 

03目 4 - 03 BA 

モノク□ディスプレイポート 

03 BC - 03 BF 

パラレルポート 1 (プライマリ） 

03 C 0 - 03 CF 

ビデオディスプレイコント □ー ラ 

03 D 4 - 03 DA 

カラーグラフィ 、ソ クスコント□-ラ 

03 E 8 - 03 EF 

シリアルポート A 

03 F 0- 03 F 己 

フ □、ソ ピーディスクコント□-ラ 

03 F 6 - 03 F 7 

セカンダリ DE • セカンダリフ□、ソピー 
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アドレス 

使用チップ 

03 F 8 - 03 FF 

シリアルポート A (プライマリ） 

0400 - 043 F 

DMA コント□-ラ1、拡張モードレジスタ 

0461 

拡張 NMI / リセ、ソトコント□-ル 

0480 - 048 F 

DMA 上位ページレジスタ 

04 C 0 - 04 CF 

DMA コント□-ラ2、上位べースレジスタ 

04 D 0 -04 D 1 

割リジ^みコント□-ラ1 • 2/コント□-ルレジスタ 

04 D 4 - 04 D 7 

DMA コント□-ラ-拡張モードレジスタ 

04 D 8 - 04 DF 

将来拡張用 

04 E 0 - 04 FF 

DMA チヤネルストップレジスタ 

0己 1 C 

ソフトウエア NMI 

0678 - 067 A 

パラレルポート作 CP ) 

0778 - 077 A 

パラレルポート作 CP ) 

07 BC - 07 BE 

パラレルポート作 CP ) 

0 CF 8 

PCI コンフィグレーションアドレスレジスタ 

0 CF 9 

リセ、ソトコント□ール 

0 CFC 

PCI コンフィグレーションデータレジスタ 


*1 16進数で表記しています。 

で PCI デバイスの I / O ポートアドレスは PCI デバイスの種類や数によって任意に設定されま 


す。 
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RAID コンフイグレーシヨン 

ここでは本装置内蔵の八ードディスクドライブをディスクアレイドライブとして運用するた 
めの方法について説明します。外がけの八ードディスクドライブをディスクアレイドライブと 
して運用する場合については、オプションのディスクアレイコント□ーラと外付け増設ディス 
ク崖体などが必要です。詳しくはディスクアレイコント□ーラまたは外付け増設ディスク崖体 
に添付の説明書を参照してください。 

本装置内蔵の八ードディスクドライブをディスクアレイドライブとして構築するには次の方 
まがあります。 

• SATA 八ードディスクドライブ （2 台）をマザーボード上の RAID コント□ーラを使用し 
て構築する。 

• オプションのディスクアレイコント□ーラを使用して構築する。 


シリアル ATAA — ドディスクドライブの RAID 構築 


本装置内蔵のマザーボードにある RAID コント□ーラを使用してディスクアレイ （ RAID 0 また 
は RAID 1) を構築することができます。 

構築に必要となる機器はシリアル ATA ( SATA ) 八ードディスクドライブ （2 台）のみです。 

本機能は本体型番 N 81 00-973 および974では使用できません。 


• RAID 0 (ストライピング） 

2台の八ードディスクドライブに対してデータを分散して記録する方まです。この方法を 
「ストライピング」と呼びます。2つの八ードディスクドライブへ処理を分散させること 
により八ードディスクドライブ単体で使用しているときに比べディスクアクセス性能を 
向上させることができます。 

H -0 • データを2台の八ードディスクドライブに分散して記録しているためア 

■M レイを構成している八ードディスクドライブが1台でも故障ずるとデー 

夕の復旧はできません。 

• アレイの論理容量は、接続された八ードディスクドライブの整数倍とな 
りまず。 


• RAID 1(ミラーリング) 


2台の八ードディスクドライブに対して同じデータを記録する方まです。この方法を「ミ 
ラーリング」と呼びます。データを記録するときに同時に2台の八ードディスクドライブ 
じ記録するため、使用中に片方の八ードディスクドライブが故障してももう片方の正常 
な八ードディスクドライブを使用してシステムダウンすることなく継続して運用するこ 
とができます。 
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P -0 参 データを2台の八ードディスクドライブへ同時にリード/ライトしている 

量3 ため、単体ディスクに比べてディスクアクセス性能は劣ります。 

• アレイの論理容量ま、接続された八ードディスクドライブ1台と同じと 
なりまず。 


J \- ドディスクドライブの取り付け 

本体に2台の SATA 八ードディスクドライブを取り付けてくださし^。取り付け手順については、 
133ページを参照してください。 


wO 取り付ける2台の A — ドディスクドライブは同じ回転速度のものを使用してく 
ださい。また、 RAID ! を構築ずる場合は、同じ容量の八ードディスクドライ 
ブを使用することをお勧めします。 


BIOS セットアップユーティリティを使用した RAID の有効化 

取りがけた2台の八ードディスクドライブは、単一の八ードディスクドライブか、2台1組で構 
築される RAID ドライブのいずれかで使用することができます。 

RAID ドライブとして構築するためには、目 IOS セットアップユーティリティを使用して、マ 
ザーボードの SATA コネクタに接続されている八ードディスクドライブを RAID ドライブとし 
て使用するための設定が必要となります。 


出荷時の設をでは、単ーハードディスクドライブとして使用するように設をさ 
lrEy^ れています。 


次の手順で BIOS セットアップユーティリティの設定を変更します。 

1. 巨 I 0 S セットアップユーティリティを起動する。 

詳しくは、170ページを参照してください。 

2. 「 Advanced 」 の 「「IDE Configuration 」 メニユーから 「 Confi 呂 ure SATA as 
RAID 」 の設定を 「 Enabled 」 に変更する。 



















210 RAID コンフィグレーション 


3. Exit 」 メニューから ["Save chan 呂 es and Exit 」 を選択して、設定内容を保存 
し、 BI 日 S セットアップユーティリティを終了する。 

]：>(上で完了です。 

設をを変更後、本装置を起動するたびに POST の画面に RAID ドライブの設をおよび変更をす 
るためのユーティリティ [Array Configuration Utility (ACU)」 の起動を促すメッセージが表 
示されます。 


Press く CtrL> く A> for Adaptec RAID Configuration 
UtUi ty 

必要に応じてユーティリティを起動して、設をしてください。詳しくはこの後の説明を参照し 
てください。 


Array Configuration Utility ( ACU ) を使った RAID の構築 

ここでは、本装置を起動した後、 POST の画面から起動することができる 「Array Configuration 
Utility (ACU)」 を使用した RAID の構築手順について説明します。 


を(こ RAID ドライブは、 EXPRESSBUILDER の「シームレスセットアップ」を使用 

ム9 に巧して構築することもできます。 

詳しくは導入編の28ページを参照してくださし、。 


ACU の起動方法 

次の手順に従って ACU を起動します。 


心^ 起動の前に 「 BIOS ユーティリティを使用した RAID の有効化」で説明している 

区エック I 目 I 0 S の設定変更を完了していることを確認してください。 



ディスプレイ装置の画面にメッセージが表示されるまでに時間がかかる場合 
は、本装置の電源 ON 後、3〜5秒くらい経ってから < Ctrl > キーと < A > キーを押し 
てみてください。 


1 . 本装置を起動する。 

2. ディスプレイ装置の画面に次のメッセージが表示されたら、く Ctrl > キーとく A > キー 
を押す。 


Press く CtrL> く A> for Adaptec RAID Configuration 
UtUi ty 



ディスプレイ装置の画面にメッセージが表示されるまでに時間がかかる場合 
は、本装置の電源 ON 後、3〜5秒くらい経ってから < Ctrl > キーと < A > キーを押し 
てみてください。 
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しばらくするとメインメニューが表示されます。 



RAID の構築 

次の手順に従って RAID を構築します。 


• しりたん RAID を構築してしまったドライブの属性（手順目 ly 降に示す 

Ito 設定内容）を変更ずるには 、 Adaptec Storage Manager ™ - 

Browser Edition を使用します。 ACU では変更できません。 

• RAID を構築する前に RAID ドライブを構成ずる八ードディスクドライ 
ブの物理フオーマツトをしてください。物理フオーマツトについては 
「Disk Utilities の使用」に18ぺージ）を参照してください。 

• HostRAID を利用時は、 「 RAID コンフィグレーシヨン」の「ディスク 
アレイの管理」を参照し、必ず Bootable の設定を行ってください。 


1 . ACU を起動する。 

詳しくは、 「ACU の起動方法 （210 ページ)」を参照してください。 

2. キーボードの力ーソルキーで日 ptions メニューから 「Array Configuration 
Utility 」 を選び、く Enter 〉 キーを押す。 



3. メインメニューから 「Create Array 」 を選択し、く Enter 〉 キーを押す。 
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4. RAID を構築する 2 台の八ードディスクドライブをリス ト から選び、く Inse け>キー 
を押す。 

く lnse「t> キーを押すと、ち側の ["Selected Drives」 リストに追力□されます。肖 U 除し 
たい場合は、左側のリストから八ードディスクドライブを選択し、 <Delete> 羊 一を 
押すと削除され、ち側のリストから消えます。 




• 本装置は、最大2台のハードディスクドライブをマザーボードの SATA コ 
ネクタに接続することができます。 RA I D を構築するために必要なハー 
ドディスクドライブは2台に Lb です。したがって、リストに表示されて 
いる2台のハードディスクドライブを選巧してください。 


• リストに表示されているハードディスクドライブ名がグレイに表示され 
ているものは、使用できるディスク領域がないものか、イニシャライズ 
されていないハードディスクドライブであることを示します。 < Esc > 
キーを数回押してこのメニユーをいったん終了して、この後の説明にあ 
る「ハードディスクドライブのイニシャライズ217ぺージ」を参照して 
ください。 


日. く Ente 「> キーを 押す。 


RAID の詳細設定を行う 「Array Properties」 画面が表示されます。 

カーソルキーで RAID レベルを選択し、 く Enter > キーを 押す。 

選択できる RAID レベルは RAID0 (ストライピング）と RAID1 (ミラーリング）のい 
ずれかです。 


6 . 
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8. く RAID 日を選択した場合のみ> 

ストライプサイズを 16K 巨、または 32KB、64KB 湖期設を）から選択し、く Enter〉 
车一を押す。 


ストライプサイズは、初期設をの 64 KB を選択することをお勧めします。 



Array LabeL : sysnaidO 

Array Size : 223.500 GB 


16KB 

32KB 

64KB 


[ Done] 



9. に reate RAID via 」 で RAID ドライブの作成方法を選択し、く Enter > キーを押す。 



stripe Size 
Create RAID via 


「Create RAID via」 では、 RAID レベル (Array Type) との組み合わせでさまざまな 
RAID ドライブの作成方法を指をすることができます。詳細を次ページの表に示しま 
す。 
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RAID レベル 

Create RAID via の選択肢 

作成方法 

RAID0 

No Init 

新規で RADO ドライブを作成します。 

RAID0 

Migrate 

データが保をされている既をのドライブ(こ 
対して新規ドライブを追加するマイグレー 
シヨン（移行）をします。本装置では 
「Migrate」 をサポートしていません。 

RAID1 

Build 

データが保をされている既をのドライブの 
内容を新規ドライブにコピーし、 RAD1 ド 
ライブを作成します。本装置では 「Build I 
をサポートしていません。 

RAID1 

Clear 

すべての内容をクリアして、新規で RAID1 
ドライブを作成します。 

RAID1 

Quick Init 

新規で RAID1 ドライブを即座に作成します。 


W "0 「 Mi 邑 rate 」、「 Build 」 オプションは本装置ではサボートしていません。 


^ • 既存の RAID ドライブに新規ドライブを追加する場合は、あ6かじめ新 

民ェック I 規ドライブ内のデータのバックアップをとっておいてください。 

• ACU を使って RAID1 ドライブの作成中、その処理を中断すると、 ACU を 
使って処理を再開させることはできません。 Adaptec Storage 
Manager™ - Browser Edition を使用して RAID1 を構築してください。 

• Quick hit で RAID 1ドライブを作成すると、その後の整合性チェック 
(ConsistencyCheck) で不整合を通知される場合がありますが、八一 
ドディスクドライブの故障や RAID ドライブの構築を失敗したわけでは 
ありません。ソフトウェアの指示(こ従って整合を取り直してください。 

• RAID 1を構成する八ードディスクドライブのディスク容量が異なってい 
ても RAID1 ドライブを構築することができます。ただし、 「Build」 オプ 
シヨンで RAID1 ドライブを作成する場合、容量のルさい方の八 ー ドディ 
スクドライブをコピー元または第1ドライブに指定してください。 

• Windows を使用してダイナミックディスク(こアップグレードされている 
RAID ドライブに対して 「Build」 オプションを使用して RAID ドライブを 
作成しないことをお勤めします。 


1日. l"Source Drive 」 を選択し、く Enter 〉 キーを押す。 
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11. すべての設定を完了したら、 「 Done 」 を選択して、く Enter > キーを押す。 

RAID の作成処理が始まります。完了までしばらくお待ちください。 



ディスクアレイの管理 

オプションメニューから 「Array Configuration UtilityJ を選択して表示されるメインメニュー 
で 、 「Manage Arrays 」 を選択すると、 RAID ドライブの設を（属性）情報の確認や RAID ドラ 
イブ（アレイ）の削除をすることができます。 



[Manage Arrays 」 を選択後に表示される [List of Arrays 」 画面にて 、 Mark 
Bootable の設定を行ってください。詳しくは219ぺージを参照してくださ 
い。 
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• アレイ情報の確認 

Main Mem で 「Manage Arrays 」 を選択し、く Ente 「> 羊一を押すとアレイを構築してい 
る RAID ドライブの一覧が表示されます。 


RAID ドライブを選択し、 < Ente 「> 羊一を押してください。選択した RAID ドライブに関す 
るプ□パティダイア□グボックスが表示されます。このプ□パティダイア□グボックス 
には RAID ドライブを構成している物理八ードディスクドライブの情報も含まれます。 



W -0 アレイを削除ずる前に RAID ドライブ内の大切なデータをバックアップしてく 
ださい。削除を実行するとずベてのデータを消失します。また、消失したデー 
夕を復帰（リストア）させることはできません。 


メインメニューで 「Manage Arrays 」 を選択し、く Ente 「> 羊一を押すとアレイを構築し 
ている RAID ドライブの一覧が表示されます。 W 降の削除手順を W 下に示します。 


1. 削除する RAID ドライブを選択し、く Delete 〉 キーを押す。 

2. プ□パティダイア□グボックスで、 「 Delete 」 を選択し、く Enter > キーを押す。 




表示メッセージの内容や数は RAID レベルによって異なります。 


3. 「 Yes 」 を選択する。 

アレイやパーティションが削除されます。 「 No 」 を選択すると1つ前の画面に戻りま 
す。 


4. く Esc > キーを押して1つ前の画面に戻る。 
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J \- ドディスクドライブのイニシャライズ 

RAID ドライブを作成するためには八ードディスクドライブがイニシャライズされていなけれ 
ばなりません（イニシャライズされていない八ードディスクドライブは、 RAID ドライブを構 
築するドライブの選択画面でリストに表示されないか、グレーアウトされて表示されます）。 


两-〇 • イニシャライズを実行ずると八ードディスクドライブ上のパーティシヨ 
量 a ンテーブルを上書きし、データを書き込めないが態にしまず。 

• アレイとして使用していた八ードディスクドライブをイニシャライズす 
ると、再び元のアレイに戻すことはできません。 

• 起動ドライブとして使用している RAIDO ドライブを構成ずる八ード 
ディスクドライブをイニシャライズずるとシステムび起動でさなくなり 
ます。 


次の手順で八ードディスクドライブをイニシャライズします。 

1 . ACU を起動する。 

詳しくは、 「 ACU の起動方法 （210 ページ)」を参照してください。 

2. キーボードの力ーソルキーで日 ptions メニューから 「Array Configuration 
Utility」 を選び、く Enter〉 キーを押す。 



3. メインメニューから 「Initialize Drives」 を選択し、く Enter〉 キーを押す。 


Main Menu^ 
anage Arrays 
reate Array 
dd/DeLete Hot spa re 
nitiaLize Drives 


4. カーソルキーを使ってリストからイニシャライズをする八ードディスクドライブを 
選び、く Inse け>キーを押す。 

己.もう一方の八ードディスクドライブを手順4と同様の手順で選択する。 

6. く Enter> キーを押す。 

警告メッセージの内容を読み、イニシャライズする八ードディスクドライブを正し 
く選択していることを確認し、く Y> キーを押してイニシャライズを続ける。 


7 . 
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Disk Utilities の使用 

ACU を起動後に表示されるオプションメニューじある 「Disk Utilities 」 は、八ードディスクド 
ライブの□ーレベルフォーマツトやベリファイをする場合に使用するメニューです。 

1 . ACU を起動する。 

詳しくは、 「 ACU の起動方法に10ぺージ)」を参照してください。 

2. キーボードの力ーソルキーで日 ptions メニューから 「Disk Utilities」 を選び、 

く Ente 「> キーを 押す。 
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— Format Disk 

直ちに対象としている八ードディスクドライブを□ーレベルでフォーマット 
します（ゼ□埋め込み）。購入時の SATA 八ードディスクドライブは工場化荷時 
に□ーレベルでフォーマット済みですが、 RAID を構成するハードディスクドラ 
イブは、 RAID を構築する前にこのオプションを使ってフォーマツトをしてくだ 
さい。 


两-〇 □-レベルフオーマットは八ードディスクドライブ内のずべてのデータを消 
去します。フオーマットを実行する前に A — ドディスクドライブ内にある大切 
なデータのノいックアップをとって < ださい。 


— Verify Disk Media 

A - ドディスクドライブ内のメディア不良を橫化します。 


巨 00 table の設定 

1 . ACU を起動する。 

詳しくは、 「 ACU の起動方法 （210 ページ)」を参照してください。 

2. キーボードの力ーソルキーで日 ptions メニューから 「Array Configuration 
Utility」 を選び、く Enter〉 キーを押す。 



3. メインメニューから FManage ArrayJ を選択し、く Enter〉 キーを押す。 



4. 「List of Arrays」 に、作成されている Array が表示されるので、く Ctrl> キーと 
く巨>キーを押し、確認メッセージが表示されたら、 「Y」 を選択する。 

「 Mark 目 00 table 」 が設定:されます。 
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日. 「 Mark 巨 00 table 」 が設定されたことを確認して 、 Array Configuration Utility を 
終了し、本体装置を再起動する。 

「 Mark 目 00 table 」 の設定の確認は 、 「List of Arrays 」 で表示されている Array の先 
頭に「*」が表示されることで磕認できます。 

再起動後、設定が有効じなります。 




